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大管長会メッセージ

家族 の祈 りが もた らす

祝福1

命

第 一 副 管 長

ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

使
徒パウロは，テモテに次のように語 っています。「しかし， この ことは知 っ

ておかねばならない。終 りの時には，苦難の時代が来 る。その時，人々は自

分を愛する者，金 を愛する者，大言壮語する者，高慢 な者，神をそしる者，親に逆

らう者，恩を知 らぬ者，神聖を汚す者，無情な者，融和 しない者，そしる者，無節

制な者，粗暴な者，善 を好 まない者，裏切 り者，乱暴者，高言 をする者，神よりも

快楽を愛する者，…… 〔となるであろう。〕」(IIテ モテ3：1-4)

現代では，誠実さ，道徳心，高潔さを以前 にも増 して強調する必要があります。

私たちが真の成長に不可欠な美徳 を生活の中に築いてい くときにのみ，現代社会の

風潮 を変 えてい くことができるのです。 そこで皆 さんは 「では一体，何から始めれ

ばよいのだろう」 という疑問に直面す るのではないでしょうか。

私が確信 しているのは， まず，神 を永遠の御父 として， また自分自身を神の子 と

して認識することから始める必要があるということです。すなわち天父を至高者 と

認 め，意思疎通を図 り， 自らの問題 に対 して日々天父の導きを祈 り求めることか ら

始めるのです。
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家族の祈りは

墓本的なことですが，

社会の道徳律をむしばむ

恐ろしい病気を食い止める

治療薬のひとつなのです。



祈りの習慣を持つ家族こそ，

より罠い社会を築く担い手なのです。

たった1日 でその奇跡を

起こすことはできないでしょうが，

皆さんの子供が大人になるころには

奇跡を生み出せるでしょう。

家族の祈 りを必ず行なうようにもう一度勧めたい と思

います。家族の祈 りは基本的なことですが，社会の道徳

律をむしばむ恐 ろしい病気を食い止める治療薬のひ とつ

なのです。たった1日 でその奇跡 を起 こすことはできな

いで しょうが，皆 さんの子供が大人 になるころには奇跡

を生み出せるでしょう。

1，2世 代前 までは，世界中のクリスチャンの家庭 に

おいて，家族の祈 りは食事 と同様 に日々の生活の中で重

要な位置 を占めていました。そのような習慣が失なわれ

てい くにつれ，使徒パウロが語った道徳の衰退が始 まり

ました。

父親 と母親，そして子供たちが共にひざまずいて朝な
ささ

夕なに捧 げる祈 りに勝るものはあ りません。厚いじゅう

たんやきれいなカーテン，美 しく彩 られた壁や家具 にも

増 して麗 しく，優れた家庭 を築 くために必要なものは，

家族の祈 りなのです。

ひざまず くという姿勢その ものの中に，パウロが 「高

慢な者，……乱暴者，高言をす る者」 と表現 した人々の

態度 とは正反対の大切なものが潜んでいるのです。

父親 と母親，そして子供たちがひざまずいて共 に祈る

というその習慣 自体 の中に，パウロが言 う 「親に逆 らう

者，……無情な者」の芽 を摘み取 る大切なものが含 まれ

ているのです。
ぽうとく

神に話 し掛けるという行為の中に，神 を冒漬 した り，
「神 よりも快楽 を愛する者」 となった りする傾 向を抑 え

る大切なものがあるのです。

「恩を知 らぬ者，神聖を汚す者」になる傾向をな くす

には，家族が集 まって， 日々の暮 らしと平安 に対 して，

そして与 えられているすべてに対 して，主に感謝の祈 り

を捧げることです。家族が互いのことを主に感謝すると

き，家族一人一人 に対する理解や尊敬，愛情を新 たにし，

それをさらに深めることがで きます。

聖典の中で主 は次のように言われてい ます。「すべて
つ なんじ

の事 に就 きて，主なる汝の神に感謝すべし。」(教 義 と聖

約59：7)そ して後の聖句で再 びこう言われました。「お

よそ人何事 にも神 を怒 らせずまたは何事 にも神の怒 り燃

ゆることなし，た 貸すべての事の中に神の御手のあるこ
いましめ

とを告白せず，その誠命 に従わざる者に神 の怒 りあり。」

(教義 と聖約59：21)

家族が主のみ前 にひざまずき，貧 しい人々や苦 しんで

いる人々 を心に留めるとき，人に対す る無私の愛や尊敬

の気持ち，人の必要を満たすために働 きたい という望み

をはぐくんでいるのです。苦 しむ隣人に助 けが与 えられ

るように神 に願 うとき，人 は必ずその隣人 を援助するた

めにみずから行動するよう強い気持 ちに駆 られ ます。利

己心を乗 り越 え， 自分を忘れて人々に奉仕するなら，世

の人々の生活にどれほど大 きな奇跡が生 じるで しょう。

日々の家族の祈 りの中からそれ らの奇跡が生まれて くる

のです。

子供たちの愛国心をはぐくむ最良の方法 は，両親が子

供たちの前で自分たちの暮 らしている国のために祈るこ

とです。自由 と平和が保たれるよう，全能の主の祝福を

祈 り求めるのです。

子供 たちの心に，権威ある者への大切な尊敬の念 を築

く最良の方法は， 日々，政府の指導者について家族の祈

りの中で思い起 こすことです。

以前次のように書かれた屋外広告の看板 をい くつかの

町で見掛けました。「祈 る国家 に平和あ り。」そのとお り
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共に祈ることを通 して，
・・…・自らの弱さを告白し，

家庭 とそこに住まう家族

一人一人の上に主の祝福を

請い求めるようになります。

だ と思います。

共に祈 るなら，家庭内の張 り詰めた雰囲気が和 らげら

れます。共に祈 るなら，子供たちは親に対する尊敬の念

か ら従順 になるでしょう。共に祈 るなら，過ちを悔いる

精神が生じ，多 くの場合，それが家庭の崩壊 という暗い

影を遠ざけてくれるで しょう。共 に祈 ることを通して，

主のみ前に自らの弱さを告白し，家庭 とそこに住まう家

族一人一人の上に主の祝福 を請い求めるようにな ります。

亡 くなって久 しいある人の言葉が，長い間私の心に残

っています。それは，十二使徒 だった故ヘン リー ・D・

モイル長老の父親，ジェームズ ・H・ モイル兄弟が自分

の家の家族の祈 りについて孫たちに書 き送った言葉です。

「おじいちゃんたちはひざまずいて神様か ら導 きと承認

を願い求めずに眠 りに就 いたことはなかった。 どんなに

堅固な家庭でも意見の食 い違いはあるものさ。しかし，

そんな ものは祈 りの心があれば吹 き飛んで しまうよ。

・・祈 りには，人々の心に働 き掛けてもっと正 しく生き
ゆる

るように促す作用があって，それが一致や愛，赦 し，奉

仕につながるものだか らさ。」

初期の聖徒たちがアイオワ州で苦難 の日々を送ってい

た ときや，合衆国の軍隊がソル トレーク盆地に到来 した

ときも，私たちの力強い味方になって くれた トーマス ・

L・ ケイン大佐が，1872年 に妻 とふた りの息子 を伴 って

再 び西部 にやって来 ました。ケイ ン大佐 たちはブ リガ

ム ・ヤング と共に，夜になると教会員の家 に立ち寄 りな

がらセントジョージまでの旅を続 けました。ケイン夫人

はペンシルベニア州フィラデル フィアに住む父親 に向け

て何通 もの手紙 を書き送 りました。ある手紙の中で夫人

は次のように書いています。

「この旅の途中泊めてもらった家では，皆が夕食 を終

えるとす ぐに祈 り，そして朝食の前 に再び祈るのです。

家族みんなが喜んで祈 りに加わ ります。……モルモンの
しゆひん

人々は……家長や主賓が声に出して祈っている間，共に

ひざまずいています。神 を賛美する飾 り立てた言葉には

ほ とんど時間をかけません。その代わ り，自分たちに必

要なものを請い求め，主が与えて くださったものに感謝

を捧げています。……神が自分たちの愛称や敬称 を知っ

てお られるかのように祈 り， 〔名前 をあげて特定の個人〕

の上に祝福があるように願い求 めています。……慣れて

しまうと私 もこのような祈 り方が好 きになりました。」

開拓者の聖徒たちにとってこのように重要であった家

族の祈 りを，私たちがひ とつの民 として しっか り習慣づ

けられるように心か ら願 っています。家族の祈 りは，礼

拝堂で行 なわれる集会同様に，彼 らの礼拝にとって重要

な位置 を占めていました。 この日々の祈 りがもたらす信

仰によって，荒地を開墾 し，乾 いた土地に水 を引 き，砂

漠に花 を咲かせ，愛 をもって家族を治め，互いに穏やか

に暮 らし， 自らを忘れて神 に仕え，自分の名前を不朽の

もの としました。

社会は，家族 という基本単位により成 り立っています。

したがって，祈 りの習慣 を持つ家族 こそ， より良い社会

を築 く担い手なのです。「あなたがたは主にお会 いする

ことのできるうちに，主 を尋ね よ。」(イ ザヤ55：6)

日本で伝道している若い宣教師の悲嘆 に暮れた次のよ

うな言葉に心を動かされた ことがあ ります。「ここに来

てもう何カ月にもな りますが，一向に言葉がわか りませ

んし，人々 も好 きになれません。昼は苦 しみ，夜 は泣い

ています。 もう死んでしまいたいです。母 に手紙 を書い
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家族が主のみ前にひざまずき，

貧しい人々や

苦しんでいる人々を心に留めるとき，

人に対する無私の愛や尊敬の気持ち，

人の必要を満たすために

働きたいという望みを

はぐくんでいるのです。

て，家 に帰 りたい と言いました。するとこんな返事が来

ました。『みんなであなたのために祈ってい ます。朝 は

食事の前に，夜 は床に就 く前に，1日 も欠かさずに皆で

ひざまずいて， あなたの上に主が祝福を授 けて くださる

よう心を込めて祈っています。祈 りに加 えて断食 もして

います。妹や弟たちはこう祈っています。 天のお父

様，日本にいるジョニーを祝福 して ください。兄 さんが

言葉 をよく学べて，召しをよ く果たせ るように助 けてあ

げて ください。』」

この青年 はその後，涙を流 しなが らこう続けました。

「私はもう一度やってみます。家族 と共に私 も祈 り，家

族 と共に私 も断食 します。」

もう一度やってみます， というその言葉を聞いてか ら

4カ 月後， この青年から手紙 を受け取 りました。こう書

いてあ りました。「奇跡が起 こりました。主が 日本語の

賜 を授けて くださり，私はこの美 しい国の人々を愛す る

ようにな りました。家族 の祈 りに心か ら感謝 してい ま

す。」9

家庭を一層美 しい場所にできるで しょうか。で きます。

あ らゆる真の美の源であるお方に向かって，家族で祈 る

ときにそれがで きるのです。社会を強 め， もっ と住みよ

い場所にできるでしょうか。で きます。家族で共にひざ
あい し

まず き，全能者にその愛子のみ名によって祈 りを捧げ，

堅固な家庭生活を築 くことによってそれは可能 になりま

す。

家族の祈 りを世界中に押 し広げていけば，私たちを破

滅に至 らせる深刻な問題をわずか1世 代で大幅に取 り除

けるでしょう。家族の祈 りが人々の心に正直，互いへの

敬意，感謝の精神 を回復 して くれ るからです。

主はこう言われました。「求 めよ，そうすれば，与 え

られるであろう。捜せ，そうすれば，見いだすであろう。

門 をたたけ，そ うすれば，あけてもらえるであろう。」

(マタイ7：7)

もし家族の祈 りを心から行なっていくなら，必ず祝福

があることを証いたします。変化 はす ぐには表われない

かもしれ ません。その変化 はきわめて微妙な ものです。

しかし，確実に起 こります。神は 「ご自身 を求める者に

報いて下 さる」(ヘ ブル11：6)か らです。

末日聖徒が家族で祈 りを捧げ，周囲の人々にも同様の

習慣 を持つように勧 めて，世の人々の前に忠誠の模範を

示せるよう願っています。□

ホ ー ム テ ィー チ ャ ー へ の 提 案

ホームティーチングで話 し合 う際，以下の点 を強調す

るとよい。

1.使 徒パウロは私たちの時代 をよ く描写 している。

「終 りの時 に は，苦難 の時代が来 る。」(IIテ モ テ

3：1)

2.私 たちが真の美徳 を生活の中に築いていくときにの

み，現代社会 の風潮 を変えてい くことができる。

3.家 族の祈 りは，社会の道徳律 をむしばむ恐 ろしい病

気 を食 い止めるための，基本的な治療薬のひ とつで

ある。

4.共 にひざまず き，神 に話 し掛け，苦しんでいる人々

を心に留め，家庭の張 り詰めた雰囲気を和 らげるよ

う祈 るなら，子供たちに真理を教 え，愛 と尊敬をは

ぐくむ助 けとなる。

聖徒の道/1991年9月 号
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フ ィ リ ピ ン の

聖徒 たち

信仰の民

マ ー ビ ン ・K・ ガ ー ドナ ー

天
井 で は扇風 機 が 回っ てい ます が，

湿 った空気 はほ とん ど動 きませ

ん。 礼拝 堂 の側面 の戸 はすべ て 開 け放

た れて い ますが， 涼 しい風 も入 って き

ませ ん。

駐 車場 はが らあ きです 。 それ で も，

こ こマ ニ ラに あるバ テ ロス ワー ド部 の

小 さな礼 拝堂 は満 員 です 。歩 い て来 る

会 員 もい れ ば， 「ジ ー プ ニ ー」 と呼 ば

れ るフ ィ リピン特 有 の ジ、 プ を改 造 し

た小型 バ スや ， 「ペ デ ィキ ャ ブ」 と呼

ばれ る自転車 を利 用 したサ イ ドカー付

きの タク シーで来 る人 もい ます。

監 督 は こ う語 ります。 物質 的 な意 味

で は， 「この国 の教会 員 の ほ とん どは，

貧 しい生 活 を送 っ てい ます。 ところが

面接 をす る と，皆 口 をそ ろえて 自分 た

ち は祝福 され，祈 りの答 えを受 けてい

る と言 い ます。」
せいさん

聖餐会 が始 ま ります。 ある姉妹 はキ

リス トの純粋 な愛 につ いて話 し，次 に

若 い男性 が ジェ レ・ド人 国家 の崩壊 につ

い て話 を し ます 。 「この物 語 は， 愛 が

な けれ ば私 た ち は無 に等 しい とい う教

訓 を示 して い ます。 私 た ちに も同 じこ

とが言 え ます 。」若 者 は そ う述 べ て い

ます。

指 揮者 の少女 が立 ち上 が ります。 伴

奏者 が い ない ので， 彼女 が リー ドを と

り， 会衆 が それ に合 わ せて 『主 の恵 み，

人 に も分 か た ん』(賛 美 歌138番)を 歌

い 出 し ます 。

自然 災害 と政 情不 安 に苦 しむ この国

で， 祝福 を受 け，共 に分 か ち合 う こ と

が， なぜ それ ほ ど強 調 され るので し ょ

うか。会 員 た ち は どの ような祝福 を受

け， どの よ うに奉仕 を して い るの で し

ようか 。

主か ら受 けた祝福 につ いて語 るフ ィ

リピンの聖 徒 たち の話 に耳 を傾 けれ ば，

答 えはお のず と明 らか に な ります。 彼

ら は主 イ エス ・キ リス トを信 じ るあつ

い信 仰 に恵 まれ，生 活 の 中 にみた まの

賜 を豊 か に受 けて い るので す。 彼 らは

主 の恵 み に対 す る証 を率直 に語 って く

れ ます。

「天 父 は
，

まさに私 が必 要 な もの を ご存 じで す」

マ ルー ・ドクタ姉妹 は暗 や み の中 で

震 えなが ら祈 ってい ました。 た け り狂

う台風 が ，彼 女 たち が身 を寄 せ合 う小

さ な家 をな ぎ倒 そ う として い ます。 日

ごろ穏 や か な海 は まっ た くその表 情 を

変 え， 凶暴 に荒 れ 狂 っ てい ます。 皆泣

いて い ま した。

ニ ッパ や し， しゅ ろ，木 材 で で きた

その小 さな家 は， ソル ソゴ ン市近 郊 の

カブカベン支部の指揮者は八ンス ・バ

ロンナ姉妹(18歳)。 バタン半島にある

この集会所からマニラ湾やコレヒドー

ル島が見渡せる。
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よ

生

が

ら

や

夫

ス

は

約

教

大

つ

に

は

る

衛

ン

え

動

，
リ

で

，

学

は

な

う

者

守

，

ス

教

活

に

ヤ

ン

く

大

難

に

よ

導

を

養

ツ

に

職

め

シ

ピ

高

。
職

題

の

指

法

栄

レ

的

求

た

ペ

リ

は

す

就

問

ど

の

律

，

す

続

の

る

ス

ィ

合

ま

，

人

し

ま

も

る

達

い

て

き

に

て

つ

で

ト

れ

と

の

ン

さ

に

む

，

す

自

ド

を

職

て

め

ま

ど

↑

善

就

し

か

含

い

な

ワ

。
改

が

仕

る

も

て

理

の

す

の

師

奉

い

金

え

管

て

ま

件

教

て

　

会

援

め

す

合

，
後

勧

ま

組

リ

は

が

に

い

は

ク

者

府

う

て

ち

ン

導

政

よ

し

た

コ

指

や

る

供

員

，

の

体

す

提

会

具

の

校

奨

元

練

の

地

訓

め

に

業

た

ち

職

の

た

る

そ

員

す

，

己

ど

か

な

藤

クツ

軌

ロ

作

ブ

を

ト一

む

な

は

会

の

康

促

継

員

す

の

す

会

団

学

も

る

家

フ

割

い

が

き

会

教

食

健

を

で

会

援

係

ま

教

共

入

金

あ

製

の

て

す

大

教

●

断

●

立

部

●

支

関

い

●

公

へ

学

●

木

号鯛降随

１８

／道の徒聖

たれかまにンピ

種

リ

の

イ

音

フ

福

む

た

ば

々

す

音

え

私

し

人

ま

福

与

ば

の

い

を

し

ン

て

て

ピ

し

い

リ

面

つ

イ

直

に

フ

に

国

。

題

島

す

問

な

で

な

さ

〉つ

き

小

よ

大

の

る

に

こ

す

々

は

に

次

ち

耳

は

響影な》つよの

。

ど

か

に

う

活

よ

生

し

の

で

ら

る

彼

い

は

て

に

，
活

し

わ

風

し

風

風

。
出

は

台

ま

台

大

す

き

に

な

い

の

，
ま

吹

年

き

襲

も

雨

し

を

８８

大

を

件

豪

ら

岩

１９

の

域

２０

は

た

溶

。

つ

地

年

か

も

な

す

３

の

毎

つ

を

的

ま

，

こ

は

く

害

滅

り

に

が

で

い

災

壊

あ

間

震

ン

の

大

，

に

の

地

ピ

そ

の

折

繁

問

の

害

リ

，
ど

時

頻

週

つ

災

イ

れ

な

は

も

６

た

然

フ

わ

水

山

震

か

ふ

自

わ

避

的

し

か

，
霊

と

か

か

り

，

一

る

に

取

的

タ

い

派

け

神

ン

て

宗

受

精

セ

し

，

を

，

援

援

は

糧

け

救

む

支

所

食

受

の

す

が

は

に

会

が

を

め

ま

物

会

う

集

者

護

た

い

作

教

よ

の

災

ｐ看

る

て

め

，

た

提
つ

を

か

資

な

物

き

援

で

支

穫

や

収

種

材

て

資

建

は

を

ト

家

ウ

た

カ

れ

　

ス

壊

た

干

教

イ

で

し

な

一

風

ま

変

き

し

ボ

台

し

大

と

ま

と

や

援

，
た

し

会

震

支

月

れ

食

不

降

降

力

が

が

電

雨

雨

と

は

つ

員

日

ば

会

翌
，
鳥

　

襲

洪

火

地

ず

と

た

教

●

り

難

な

て

●

農

供

●

を

直

●

足

る

り

む

の

徒

被

療

得

れ

た

に

た

員

地

を

３

わ

断

。

ど

聖

，
医

を

さ

の

ち

し

定

，
業

年

舞

に

た

は

日

く

，

え

用

雨

た

ま

権

め

作

９０

見

う

し

会

末

な

し

支

使

豪

民

し

神

集

す

１９

に

よ

ま



々

ま

み

人

い

休

い

合

お

な

ち

た

で

か

つ

員

分

な

会

を

に

教

い

う

に

思

よ

会

の

う

証

へ

集

の

主

に

す

は

日

，
発

ま

ち

す

事

を

息

し

活

い

た

ま

無

人

語

は

員

軍

し

若

設

安

待

。
も

員

い

を

る

と

軍

職

の

招

た

員

会

て

中

す

た

府

殿

が

い

壁

居

か

次

も

し

会

●

し

う

愛

け

政

神

た

て

外

住

し

む

証

交

は

受

反

た

し

れ

の

の

。

。

を

び

人

を

，

し

ま

隠

館

員

た

た

と

飛

る

め

月

ま

し

に

別

職

し

し

こ

の

あ

慰

１２

し

得

館

，
殿

ま

で

る

弾

。

の

年

と

説

別

間

神

け

事

あ

銃

た

主

８９

う

に

の

の

，

受

無

が

，
し

に

１９

よ

う

殿

い

け

を

は

り

は

ま

後

。
し

よ

神

合

受

傷

殿

守

人

し

た

す

入

い

く

り

を

損

神

の

る

出

し

ま

乱

な

ら

ぜ

傷

な

に

ｄ

主

あ

脱

く

い

に

ら

ば

小

損

き

的

。

に

亡

て

殿

入

し

。

の

大

跡

つ

神

が

は

た

干

は

奇

，

ま

に

施

し

む

の

の

方

る

共

し

中

葉

の

人

ば

ん

は

員

す

や

地

葉

こ

に

あ

，
か

の

言

く

ン

学

せ

会

会

話

ン

と

言

ら

語

用

Ｑ

た

し

。

リ

葉

き

な

言

使

す

員

と

す

イ

言

で

語

２

が

ま

会

由

ま

フ

い

は

言

第

数

い

，
理

い

の

し

通

の

。
半

て

り

い

が

元

新

疎

類

す

ぼ

し

お

な

々

地

，

思

種

ま

ほ

た

て

し

人

え

も

意

８７

い

の

果

れ

席

る

と

て

な

は

て

口

を

ら

出

げ

た

つ

全

で

れ

人

割

限

に

挙

，
あ

完

国

わ

，
役

は

会

を

は

で

ば

な

使

は

の

途

教

題

師

師

れ

題

さ

が

語

語

用

は

問

教

教

け

問

小

言

英

通

，

に

の

宣

宣

な

語

ツ

英

ま

言
ロ

レ

，

い

か

用

。
合

て

る

使

す

場

れ

い

の

ま

の

わ

て

分

い

抵

使

し

自

て

大

が

援

は

れ

，

方

支

で

さ

は

両

に

会

励

話

の

う

集

奨

の

語

よ

は

に

で

言

の

ち

う

会

の

ど

た

よ

教

元

　

び

で

し

し

ち

て

多

ピ

を

ま

教

●

で

ス

語

す

●

フ

種

ぽ

８

物

る

□

版

い

。

出

て

す

の

れ

ま

会

わ

い

教

使

て

の

く

れ

干

よ

さ

若

も

訳

と

最

翻

経

で

に

ン

ン

語

モ

ピ

言

ル

リ

の

モ

イ

類

ちた聖のンピリイ

は

校

還

ン

徒

校

者

練

帰

べ

生

練

導

訓

。
る

の

訓

“

指

業

る

い

人

業

の

職

い

て

２２

職

会

る

て

い

は

に

教

い

し

築

ｒ

共

，
て

励

を

Ｊ

と

概
鎌

轡

繍

薯

論

御

刑
譲

繋

親

号鯛陣髄

１９

／道の徒聖



、

初

語

ン

が

る

は

の

う

ヒ

人

な

言

ン

こ

，

ン

に

予

ピ

は

で

ピ

者

。

リ

彼

中

リ

導

た

イ

。

の

イ

指

し

フ

す

り

フ

の

ま

す

メ

部

餌

灘

懇

雑

欝

膨

叢

瓢

雛
難

割
磯

ス

の

ビ

員

「

管

こ

つ

し

３０

現

師

ピ

は

テ

は

リ

者

ま

に

，

つ

が

伝

，

ガ

会

。
副

，
祈

就

の

，

・

教

す

一

し

に

成

ん

に

宣

イ

代

，

ヲ

ヲ

　

さ

Ｑ

上

人

。
が

す

一

に

小

す

以

５

す

人

で

ユ

人

の

ま

「人

は

で

３９

人

テ

００

ル

り

５０

長

人

ち

ン

イ

⑩

、↓
難

鱗

繍
タ

キ

図

ン

一

史

セ

テ

歴

ス

ス

族

ビ

の

家

一

て

は

サ

ベ

に

史

す

部

師

訓

教

を

宣

ち

の

た

婦

者

夫

導

の

指

組

い

長
ひ
親
諜

叢

驚

以
韻
凝

郵

鷺

蓄

繊
語

醗
簗

教

リ

表

ス

長

ナ

録

い

ラ

り

く

館

る

れ

い

フ

を

ト

イ

め

こ

部

ミ

登

て

二

あ

い

分

あ

さ

て

在

料

ス

フ

た

つ

ン

の

ま

レ

宗

う

在

ほ

国

任

フ

区

た

方

セ

の

し

マ

が

と

館

１２

召

し

現

材

コ

。

い

建

べ

期

り

ク

改

よ

現

●

な

専

が

地

ま

地

●

ト

達

●

一

部

書

●

が

練

●

原

低

す

高

が

な

に

ま

が

会

□

価

か

い

金

教

。

安

る

て

料

に

す

て

の

く

ま

の

は

元

り

建

関

近

い

地

よ

を

機

の

で

，
準

所

通

宅

ん

際

盤

鐸

ン

て

な

で

ち

て

’
デ

バ

く

ピ

の

様

ヤ

・

な

り

ど

同

キ

ト

は

イ

ん

と

・

ユ

で

フ

と

。

師

ル

チ

員

。
ほ

る

一

イ

会

る

’
あ

教宣

ド

テ

教

あ

は

で

の

ナ

ス

は

で

で

人

人

ミ

レ

親

者

部

ン

ン

ド

と

両

宗

道

ピ

肥

勘

㈲

勧

倣

傭

初

イ

道

老

長

近

１２

フ

フ

伝

長

ン

最

の

が

の

オ

ｒ

リ

は

島

師

く

バ

Ｊ

ヤ

ら

諸

教

多

ダ

イ

ジ

彼

ン

宣

層

ちた徒聖のンピリイフ

胃

き

師

会

使

マ

。

，

。

支

セ

働

ら

る

受

て

教

み

に

ス

す

は

う

人

二

で

か

け

を

し

宣

休

め

テ

ま

に

よ

軍

ア

軍

弟

お

マ

長

任

お

た

プ

い

で

し

に

。
字

兄

に

ス

成

専

を

の

バ

て

ま

で

中

た

十

ム

島

テ

く

。

ト

任

。

け

る

’
の

戦

し

赤

リ

諸

プ

き

す

ン

責

す

続

え

た

大

ま

，
グ

ン

バ

大

ま

セ

の

ま

え

迎

つ

界

れ

は

・

ピ

て

て

い

一

者

い

増

を

あ

世

さ

妹

ン

リ

し

つ

て

パ

導

て

お

展

が

次

織

姉

一

イ

と

よ

つ

３０

指

れ

な

発

緯

二

組

ド

シ

フ

徒

に

語

の

や

わ

も

な

経

第

か

ル

ク

，

聖

と

と

間

化

言

今

う

な

，

つ

ハ

マ

び

日

こ

」

時

発

に

，

む

間

び

た

フ

を

献

ま

ん

の

再

し

・

音

奉

り

せ

ゴ

か

ト

の

げ

り

を

争

に

ま

フ

福

を

よ

ま

，

人

一

主

酪
捧

イ

長

戦

ン

れ

セ

が

島

に

き

日

幾

オ

，
を

フ

部

「鮮

ピ

さ

ヨ

老

諸

限

で

２８

は

フ

で

り

が

道

朝

リ

織

ジ

長

ン

制

は

月

老

る

地

祈

ち

伝

の

イ

組

，

ス

ピ

証

と

４

長

あ

墓

な

た

在

に

念

別

師

現

，
る

６ー

レ

ラ

記

特

教

。

・

フ

し

め

１９

ク

ニ

者

の

宣

た

人

地

力

人

リ

軍

メ

，

ア

き
，
行

ン

た

し

を

ヒ

，
戦

た

後

ま

一

イ

る

。

動

・

に

一

う

間

し

ル

デ

え

た

活

。

Ｂ

共

レ

な

週

着

る

ル

伝

し

道

た

．

と

ン

行

１

到

い

一

べ

ま

伝

し

ン

員

キ

を

の

に

て

イ

宣

し

だ

で

ド

会

ツ

業

そ

ン

め

」

の

マ

み

，

ピ

務

　

よ

う

年

く

ア

た

学

末

た

年

フ

再

年

ミ

リ

査

こ

年

一

る

た

道

活

う

は

の

よ

４５

い

フ

い

を

の

し

５３

は

が

５５

ス

イ

絞

し

伝

の

よ

数

こ

の

１９

が

・

て

音

初

ま

１９

士

部

１９

を

ま

は

員

う

の

ど

●

部

タ

い

福

最

け

●

兵

方

●

グ

め

か

始

●

ン

マ

没

め

に

し

号鯛陣随

２０

／道の徒聖

る

徒

え

聖

数

日縣
０

ピ

モて

り

が

イ

や

フ

　

上

数

り

００

。

ア

あ

は

メ

セ

で

ネ

す

性

の

ま

い

介

盤
戚

介

一

点

か

の

で

ン

ア

一

の

オ

ま

受

ン

れ

て

紹

砧
親

紹

ヨ

焦

以

の

わ

虹

囎轍繋

榔難

鱗

擁
響
錨
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線
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麟
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り

・ フ ノ ビ ッチ

自分 自身で知ることができる

ケ ネ ス ・S・ ロジ ャ ー ソ ン

ラドミラ ・ラノビッチは，ユーゴスラビアで学校に通うよりもスイスで両親と一緒に暮らす方を選びま した。

しか し，それが彼女の人生を変えるきっかけになろうとは思ってもみませんでした。

家
族がユーゴスラビアか らスイスに引っ越 した とき，

ラ ドミラは14歳 でした。彼女はスイスの学校に行

ってもユーゴスラビア と大 して違わないだろうと思って

いました。 しかしスイスに移って4年 後，宣教師が彼女

の家を訪れ ました。

「私はひ とりっ子だったので，両親は私だけをユー ゴ

スラビアに残 しておきた くなかったのです」 とラドミラ

は語 ります。「振 り返ってみると，天父が私にスイスで

の暮 らしを望んでおられたに違いない と思います。 きっ

と私はそこで福音を受け入れるように備えられていたの

です。」

ラドミラはユーゴスラビア中部 にあるサラエボ市で生

まれ育ちました。学校では，宗教 は必ずしも必要ではな

い と教わ りました。父親 は神を信 じていませんでしたし，

母親はある教会 に属 していましたが熱心な信者ではあり

ませんでした。「私 は聖書が どんな ものかさえ知 りませ

んでした」 とラ ドミラは笑 います。「ダビデ とゴリアテ

については聞いていましたが，ギ リシャかローマの神話

に出て くる登場人物だ と思っていました。」

しかし，スイスの学校では信仰熱心な人々にも会いま

した。そして，彼女 自身 も神やイエス ・キリス ト，人生

の目的について考 えるようにな りました。ち ょうどその

ころ，彼女 はフィンランドのある組織を通 して知 り合っ

たペンフレンドと文通を始めました。文通相手はニュー

ジーラン ドに住む少女で，教会員でした。彼女は宗教に

ついて手紙 に書いてきたことはあ りませんでしたが，ス

イスにいる友達がラドミラの家を訪問するであろうと書

いて きました。 ラドミラは喜びました。

数カ月たった1974年9月 ，身な りのきちんとした4人

の青年が戸口に現われました。 ラドミラはこう言い まし

た。「まあ，ようこそ。ずっ とお待ちしていたんですよ。

どうぞお入 りください。」ラ ドミラの歓迎振 りに喜ぶ4

人の表情 を思い出して， ラドミラは笑みを浮かべます。

しか し，彼 らがニュージーランドヘ行 った経験がなく，

モルモン教会を代表 して来ているのがわかると，彼女は

教会の話 には興味がない と告げました。すると意外にも

礼儀 よく立ち去ろうとするので驚いていると，帰 り際に

ひ とりの宣教師が尋ね ました。「ところで，あなたはク

レシ ミル ・チ ョスィッチを知 っていますか?」

そのひと言がすべてを変 えました。ラドミラは答えま

した。「ユーゴスラビアで は皆 クレシミルを知 っている

わ。ユーゴスラビアではまさにスポーツのヒーローです

もの。」

1970年 代の初め，ブリガム ・ヤング大学のバスケット

ボール選手であったクレシミル ・チ ョスィッチは，バプ

テスマを受け教会 に入 りました。 その後ユーゴスラビァ

に戻 り，ユーゴスラビアの代表チームに加わ りました。

そしてチームが世界選手権で優勝 したときも，1980年 の

オ リンピックで金 メダルを獲得 したときも活躍 しました。

「私は，なぜ宣教師が彼 のことを知っているのか不思

議に思いました」 とラ ドミラは語 ります。宣教師は，チ

ョスィッチ兄弟 とブ リガム ・ヤング大学や教会 との関係

にっいて話 しました。その後でラ ドミラは近 くの支部の

集会 に招待 され，行 ってみることにしました。

アパー トの地下の小さな礼拝堂 に入ったラドミラが，

最初 に目にしたのは 「神の栄光は英智な り」 という聖句

でした。

「す ぐさま深い感銘 を覚えました」 と彼女 は語 ります。

「宗教 を信 じる人 は知性的ではな く，学 ぼうとしないの

だ といつも教わって きました。 けれ ども私は学びたかっ

たのです。」 その集会 はモルモン経 に関するものでした。

「その集会全体1とわたって，モルモン経が真実か どうか
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改宗したときから，ラ ドミラは二度とたばこを

吸いたいと思いませんでした。

現在彼女はブリガム ・ヤング大学の物理療法学の

修士課程を修了しようとしているところです。

畷

自分 自身で知ることができるという点に的が絞 られてい

るようでした。それが真実だ とだれかに言ってもらう必

要はな く，自分で学び神様 に尋ねることがで きるという

のです。」ラ ドミラはこのように述懐 しています。

彼女 はドイツ語のモルモン経を受 け取 り，家に持ち帰

りましたが，本棚 にしまい込んで しまいました。

数カ月後，クリスマスの季節にな り，ラ ドミラはイエ

ス ・キリス トについて以前にも増 して耳にするようにな

りました。 キリス トの生涯についてのテレビ番組があ り，

人々の会話 にもキリス トのことがよ く出て くるようにな

りました。彼女はキリス トについて学びたいと思い，モ

ルモン経 をしまい込んであったのを思い出 し，読み始め

ました。「あの と・きの私 には，モルモン経がまった く理

解できませんで した。」彼女はこう回想 しています。「ド

イツ語がむずかしすぎたのではあ りません。それまで聞

いたこともない 『悔い改め』などの言葉が，理解で きな

かったのです。」

彼女は，宣教師 と連絡 を取って助けてもらおうと決心

しました。ちょうどそのころ，ふた りの新 しい宣教師が

求道者の記録の中か らだれを訪問すべ きか，導 きを求め

て祈ってい ました。ふた りは共に，ラドミラが彼 らを必

要 としていると感 じました。宣教師が訪問したとき，彼

女は ドアを開け，再 び 「どうぞお入 りください。あなた

方をお待ちしていました」 と言ったのです。

彼女 は，依然 として宣教師のレッスンを受 けるつもり

はありませんで したが，彼 らと一緒 に勉強することにし

ました。毎週モルモン経 を10章読み，自分の考えを書 き

出し，それについて宣教師と話 し合 うのです。
「ときどき彼 らを困らせ るような

， また，さして重要

で もないような質問をしましたが，宣教師は忍耐強 く答

えてくれました。あるとき彼 らに 『今週は読んでいない

から帰って ください』 と言ったことがあ ります。すると

彼らは 『一緒 に読みましょう』 と言って くれ ました。私

たちはアンモンについて読み始め， しばらくすると彼 ら

は 『もう帰 らなければな りません』 と言いました。信 じ

られないことで したが，私 はそのとき初めてみたまを感

じ， またモルモン経 を読んで心を動かされていました。

そして宣教師が帰 るとす ぐ自分の部屋でその話を最後ま

で読みました。」

ラ ドミラはモルモン経について祈 り始めました。ある

日のことで した。二一ファイ第三書の，救い主がアメ リ

カ大陸を訪れた箇所 を読んでいたとき，突然 これは実際

に起 こった出来事だと非常に強 く感 じました。救い主の

実在 を実感 し， もう否定で きませんでした。「すべては

理にかなった正 しいことで した」 と彼女は語 ります。宣

教師は再び訪れた際，聖霊が祈 りにどのように答えて く

れるか を説明 しました。続いて，彼女はバプテスマチャ

レンジを受け入れました。宣教師は 「そうなるとあなた

に私たちの用意 している話 を聞いて もらう必要がありま

すね」 と言いました。

「私 はすべて真実であるとわかっていたので
，什分 の

一や知恵の言葉など
，すべての戒めを最初か ら受け入れ

ることができました。その ときから二度 とたばこを吸い

たい と思いませんでした。」

ラ ドミラは，スイスのチュー リヒで1975年2月22日 に

バプテスマを受けました。その後，彼女は教会が組織 さ

れたばか りのユーゴスラビアのベオグラー ドヘ戻 りまし

た。1981年 にはユーゴスラビアか らの最初の宣教師 とし

て召 され，カナダのモン トリオールで伝道 しました。現

在，彼女はユタ州プロボにあるブリガム ・ヤング大学で

物理療法学の修士課程 を終えようとしています。 また，

教会の出版物 をユーゴスラビアの公用語であるセルボ ・

クロアティア語 に翻訳する手伝い もしています。

ラ ドミラはこれまでのことを振 り返 って 「私の人生 に

天父が多 くの奇跡 を起 こされたと感 じます」 と語ってい

ます。

彼女は，かつて神の存在を疑問に思っていましたが，

今や神が自分に深い愛を注いでおられ ることを知 り，あ

らゆる方法で神に仕えたい と望んでいます。□
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「今 の世 の中 に あっ て 自分 の役 割

を静か に果 た してい る女性 こ

そが偉 大 な ヒロイ ンな の で す。」 中 央

扶助 協 会 会長 の イ レイ ン ・L・ ジ ャ ッ

ク姉 妹 は， そ う語 ります 。 「様 々 な地

域 に住 む ……女 性 で あ る皆 さん は， 人

に称 賛 され る ことは ほ とん どない で し

ょう。 夫 を支 え，子 供 を育 て， 両親 の

世話 を しなが ら， 隣人 の た めに働 き，

学校 や 地域 団体 の役 員 を務 めるな ど，

家 の 内外 にお け る この世 のい ろい ろな

仕事 を通 して， 毎 日主 へ の愛 を示 して

い るので す。」(『「は っ き りと私 た ち に

示 さ れ て い る」 こ と』 「聖 徒 の 道 」

1991年1月 号，p.101)

愛はかなめ石

愛 は扶助 協会 に とって ， アー チ を支

え るか なめ石 の よ うな もの です。 か な

め石 は建築 物 の 中 にあ って， ア ーチ を

成 す ほか の ブロ ッ クをが っ し りと支 え

てい ます 。正 しい位置 にか なめ石 が な

い と， アー チ は崩 れ て し まい ます 。 同

じよ うに，人 と人 とのつ なが りを強 め，

救 い主 と私 たち を個人 的 に結 び付 けて

くれ る もの は，愛 に満 ちた思 い と行 な

いで す。

愛 あ る行 ない をす る機 会 は私 た ちの

周 りにい くらで もあ ります。 で は，何

乙 か ら始 めれ ば よい ので し ょ う。教 会 の
臣

岩 広報部 地 域担 当課 の課 長 ウ ィ リアム ・
ユ

憂S・ エバ ンズ兄 弟 は次 の よ う に提 案 し
ト

習 て い ま す 。
田

琶 ●隣 り近 所 や地域 社 会 で， ワー ド部 や
塁≦支部 で

， 家族 や友 人 ，知 人 の 中か ら始

家庭訪問メッセージ

豊かな愛

圏
める。

●必要を満たし，自分の関心や才能，

趣味を生かせる奉仕の機会を捜す。

●学校などで役員を引き受ける。文化

的な活動に協力する。環境改善に取り

組む。障害者や高齢者，貧しい人々な

どを助ける。

どのようにすれば愛を生活の中のかな

め石 にで きるで し ょうか 。

愛は努力して育てる

予 言者 モ ロ ナイ は こ こで採 り上 げて

い る よ う な愛 を 「キ リス トの 純 粋 な

愛」 と呼 ん で，次 の よ うに記 して い ま

す。 「この愛 で 自分 た ち の胸 を満 す た

め に あ りたけ の心 をつ くして御 父 に祈

れ。」(モ ロナ イ7：47-48)
」「女性 が 愛 と思 い や りを抱 くの は 自

然 な こ とで あ る。」 予 言者 ジ ョセ フ ・

ズ ミス は この よ うに語 っ た と き，行 な

い に つ い て強 調 して い ま した。 「あ な

た 方 は今 や ，神 が あ なた方 の胸 に植 え

られ た思 いや りの心 に従 って行 動 で き

る場 を与 え られ て い る。」(教 会 歴 史

4二605)実 際， 愛 を行 な い に 表 わ す こ

とに よ って，私 たち の心 は変化 し ます 。
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運 動 に よっ て筋力 を強 め る ことが で き

る と同様 ，愛 も， 増 し加 える こ とが で

きるので す。

どの よ うな愛 あ る行 な い を， 自分 の生

活 習慣 の一部 にで き るで し ょうか。

愛はひとつの生き方

主 は愛 ある人 が持 つ い くつか の特質

を示 してお られ ます 。愛 が あれ ば，不

正 を喜 ば ないで真 理 を喜 び ，す べて を

負 い， すべ て を信 じ， すべ て を望 み，ー

す べ て を耐 え ま す。(モ ロナ イ7=45

参 照)恨 み を抱 か ず，相 手 か ら傷 つ け
ゆる

られて もそれ を赦 し， 思 い をコ ン トロ

ー ル し ます 。

・ 愛 が あれ ば， 受 け る とき に も喜 んで

受 け ます。 あ る活動 的 な姉 妹 は，病 気

にかか っ た と き面倒 をみ て も らうの を

一切 断 わ った こ とが あ りま した
。彼 女

の監 督 は賢 明 に も次 の よ うに助 言 しま

した。 「この点 を忘 れ て はな りませ ん。

援助 を快 く受 け入 れ る こ とで， 相手 を

助 けてい るの です 。世 話 を して も らっ

て， そ う した人 々 に祝 福 を受 け させて

あげ て くだ さい。」.

愛 を もって奉 仕 し， 愛 の賜 を祈 り求

めて い くな らば， モ ルモ ンが 約束 した

よ うに， 「神 が御 子 イ エ ス ・キ リス ト

に真 に従 う者 た ち に一 人 の こ らず与 え
みた

た も うた この愛 で 自分 たち の胸 を満」

せ るで し ょ う。(モ ロナ イ7：48)

私たちはどのような愛の特質を伸ばす

べ きで し ょ うかげ □
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押 し付 ける代わ りに忍耐を。

それが理想の結婚生活につなが ります。

多
くの末 日聖徒の夫婦が一度 は考えることがあ りま

す。それは 「夫は(妻 は)自分 と共 に霊的に成長 し

ているだろうか。ふた りは霊的に対等なレベルにいるだ

ろうか」 という質問です。

結婚生活 に入って間もなく，私はこのような質問を自

分に投げ掛 けては，感 じる答 えに失望することがよくあ

りました。夫は子供 にとってはすばらしい父親で したが，

私はイライラして怒 りっぽ くなることが よくありました。

自分が望むイメージどおりの夫になってもらいたかった

のです。夫に求めるはっきりした理想 と目標がありまし

た。

ある日，助言 を求めて父を訪ねました。精神分析医を

してきた父のことだから，娘の夫をあまり辛 らつに批判

した りはしないだろうという予測はしていました。しか

し，父の最初の言葉に，私は頭か ら冷水 を浴びせられた

ような気がしました。父はこう言ったのです。「マーサ，

こんなことを続けていたら，彼を自分 のもとから追い出

してしまうことにな りかねないよ。」

私はショックを受けて，「それはどうい う意味 なの」

と尋ねました。話 はまった く思い掛 けない方向に進んで

いきました。
　

馨 父は，手を伸 ばして私の憤 りを静めながらこう話 して
ト

§ くれ ま した 。 「と言 う の は ね ， 先 日， あ る末 日聖 徒 の 女の

奢性のカウンセリングをしたんだ。結婚生活は特別悪 くはロ

窪なか5た んだが，彼女 は夫が教会の教 えを完全 には実践
拐

垂 していないと感じていてね。何 とかしようと何年 も文句

を言ったり頼 み込んだ りしたが， うまくいかなかった。

そこで自分が家を出て しまえば，戻ってもらおうとして

夫が変わって くれるんじゃないか と考えたんだ。 まさか

夫が， 自分 をあるが ままに受け入れて愛 し尊敬 して くれ

るほかの女性を見付けようとは思い もしなかっただろう

ね。結局，夫は離婚後，再婚 して幸せ になり，彼女は立

ち直れないほどのショックを受けたんだ。」

どうして，私が こんな説教 をされなければな らないの

で しょう。夫 と別れ ることなど考えたこともなかったの

です。rお 父 さんは，私が自己主張 をやめて，理想 を捨

てるべ きだと言 うの。」私 は身構 えなが ら聞 き返 しまし

た。

「いや，そうじゃない。導 くのはいいが押 し付 けにな

ってはいけないと言っているんだ。彼の長所や努力を認

めなが らやさしく導 くことさ。そして，批判をやめて良

い模範になるんだ。自分の目標達成を焦 るあまり，彼に，

自分は妻 にふ さわし くない という印象 を与えてはいない

かな。マーサ，彼はいい人だ。 そして彼は，おまえもそ

う感 じているのを知 りたがっているとは思わないかい。」

私 はしばらく口もきけず， 目に涙 を浮かべて座ってい

ました。 どうしたらいいかわか りませんでした。父の言

っていることはわかるのです。 しかし，夫 には私の理想

の夫になってほしかったのです。

父は， また別 な方法で説明して くれ ました。「ネズ ミ

を2匹 荷馬車につないだ農夫の話 を聞いた ことがあるか

い。農夫が荷馬車 に乗 り込むのを見て，近所の男が笑い
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なが ら尋ねたんだ。『この小ネズ ミに荷馬車 を引かせ よ

うなんて，本気で思ってるん じゃないだろうな。』農夫

はこう答えたのさ。『なぜだい。むちを使 えば大丈夫だ

よ。』」

私は，心 ならずも笑っていました。荷馬車に乗 って，

むちを振 るっている自分の姿がはっきり目に浮かびまし

た。怒 りと不満 とい うむちを使って夫を変 えようと， こ

の農夫 と同じことをしていたのです。

「わかったわ。私は少し押 し付 けが ましかったようね。

だけど，私が期待 している程度に奥 さんを リー ドしてい

る男性はた くさんいるわ。 それを彼 に期待するのはそん

なに悪いことなの。」

父はやさしく， しか しきっぱ りと答えました。「おま

えは間違った態度で問題を解決 しようとしているんだよ。

結婚生活の中で一番大 きな危険のひとつは，伴侶の一方

が 自分たちの結婚は正しかったのかと疑い始 めたときだ。
は

お互いの関係 を良 くする努力 をしな くなれば，結婚が破
たん

綻するのは時間の問題 だからね。」

「で も，お父 さん。彼 を愛 しているか らこそが っか り

してしまうの。彼には彼自身の可能性 をもっ と伸ばして

ほしいの。」

「大事 なのは，忠実であることさ。すべてそれ にかか

っている。不忠実 というのは，思いから始 まるものでね。

夫をほかの人 と比較すること自体，本当は不忠実な行為

なんだ。」

私 に勝ち目がないのは明 らかでしたが，最後にもう一

度だけ，反撃を試みました。「私 は，彼 に永遠 に付 いて

行 くつ もりよ。彼の神権者 としての日々の選びが，家族

の永遠の行 く末に影響 を与 えるのよ。」

「忍耐 と愛 も永遠 のものだよ
。」そう言 うと父は聖典 を

い か

開いて声に出して読みました。「如何なる権力 も勢力 も，
あた

神権 によりて維持する能わず，また維持すべきものにあ

らず，ただ説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛 とによ

る。
きよ かん ち

また，親切 と浄 き知識すなわち偽善 にあらず妊智にあ
はなは

らずしてその人 を甚だ大いならしむるものによる。」(教

義 と聖約121=41-42)

この聖句は知 っていました。神権者が正 しくない支配

をすることを戒 めた聖句です。父はどうしてこの聖句 を

聞かせたので しょう。
「この聖句には

， どんな人間関係 も成功 に導 く原則が

書いてある。特に，夫婦関係をね。結婚における大切な

責任 のひとつは，性格や背景，感 じ方など，すべての相

違点を受 け入れることだ。その上で，同じ目的に向かっ

てひ とつに結ばれるように努力することだよ。 もちろん

簡単 なことではないし，一生かかるか もしれない。 しか

し，おまえも言ったように，結婚 は永遠に続 くものだか

らね。」

そして，父が子供 のころ知 っていた農夫について話 し

て くれました。その人は，ア リゾナ州北部に野性の馬 を

捕 まえに行 きました。野性の馬は，だれでも自由に捕 ま

えられることになっていましたが，飼いならして訓練す

るのは骨の折れる仕事で した。 この農夫のや り方はこう

で した。夜遅 く，群れの一部 を集めて，水場近 くの仮設

のさくに入れます。 その中で一番良い馬を選んで首に縄

を結び， もう一方の端 をよ く飼いならされた強いラバの

首に結び付 けて，2頭 がやっ と並んで走れ るような長 さ

にしてや り，そのまま砂漠に放置 して くるのです。そし

て， この2頭 は協調することを学ぶのです。

ラバ は家に帰る道 を知っていて，その方向に進 もうと

します。馬が別の方向へ行 こうとすれば，ラバは断固そ

うさせまいとするし， ラバが道をそれそうになると，馬

が動 こうとしな くなります。そうこうしながら，2頭 は

互いの違いを乗 り越 えて，2週 間以内には雨露をしのげ，

食べ物のある家へ足並みをそろえて帰 って来 るというの

です。 そのころには，馬は訓練 を始める準備ができてい

て，2頭 はまるで以前か ら共 に育ってきたかのように振

る舞 うのだそうです。

父 はこう付 け加えました。「もう少 しで，一番大事な

ことを言い忘れるところだった。馬 とラバの首 をつない

でいたロープは， とても柔 らかい ものだったそうだよ。」

この話 と，先の聖句の関連が私にもわか りかけてきま

した。 ラバのように頑固であれ， という意味でないこと

は確かです。つまり結婚 は，あのラバ と馬を結び付けで

いたロープと同じように，共通の目的のために私たちを

しっか りと結び付けているのです。私たちは，最終目的

地を知 りながら，必ずしもいつ も同じ方角に，同じぺ一

スで進む とは限 りません。私たちを結ぶロープが，愛，
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忍耐，忠節，信仰 という柔 らかな素材でできていれば，

傷つけ合 うことはあ りません。 もしロープが固すぎれば，

苦痛に耐 えかねてどちらか一方がロープを切ってしまう

か もしれません。

私にはわかっていなかったのです。夫が力強い指導力

を発揮 し，自分 は一歩下がって， 目標や理想に向かって

夫に導かれるのを，私は本当に望 んでいたで しょうか。

また夫は，私のしつような熱意 に振 り回されるのをどう

感じていただろうと思いました。

私は，教義 と聖約121章 の最後の6節 を新 たな気持 ち

で学び直 しました。そこにある原則 は，私の結婚生活を

堅固に，そして豊かにして くれ ました。伴侶のどちらか

がお互いの関係 に満足 していない ときには，相手 を責め

てしまいがちです。私が していたのは，まさにそれで した。

私の友人で，同じ原則 を使って問題を解決 した人がい

ます。アンとボブは神殿外の結婚 だったので，神殿 で結

び固めを受けるのを目標 にしていました。 しばらくはふ

たりとも教会に活発に集 っていましたが，次第 にボブが

興味 を失っていきました。スポーツ好 きの仲間と一緒に，

テレビでスポーツを観戦 しなが ら， 日曜の午後 を過ごす

のを楽 しみにするようになりました。

アンは， 日曜日になると朝早 く起 きて，家族のために

朝食 を作 り，台所を片付 けると身仕度 を済ませ，小さな

ふた りの子供にも教会 に行 く準備 をさせました。そして

ボブにキスをしてほほえむ と，教会に出掛けました。ボ

ブが家で子供の面倒を見 ると言 って くれたのですが，ア
せいさん

ンは幼い子供たち と聖餐会に出席し，ひ とりで面倒を見

る方を選びました。 ・

彼女はこう言ってい ます。「私は自分がボブと子供た

ちの良い模範 になることが必要不可欠だ とわかっていま

した。ボブを信 じ続けることによって，彼がいつか教会

に戻って くれるように祈 り続 けました。教会から戻ると，

家に入る前にち ょっと立 ち止 まり，否定的な思いを捨て

て，ボブをどれだけ愛 しているか思い出す ようにと努め

ました。時には，居間にポップコーンやジュースの空 き

缶が散乱 していたりしましたが，絶対 にそんなことで腹

を立ててふた りの関係 を壊 した りはすまい と心 に決めて

いました。」

ボブの承諾 を得たアンは， 自身のエンダウメン トを受

けるために神殿へ入る準備 を始めました。そんな彼女 を

見て，ボブも福音の原則 をほんの少 しずつ守 り始め，次

第 に家族 と一緒に教会に集 って，ア ンと共に神殿参入の

ために備 えるようになりました。 そしてついに，家族で

永遠の結び固めが受けられるまでになったのでした。
「ボブは

，私が福音 によって変わってい くのを見 たの

でしょう。また家族が成長 しているのにも気付いたのだ

と思います。だからこそある日，皆のようになろうと決

心 して くれたのです。」アンはそう語 ります。

家庭に神権者の強い指導力を望む末 日聖徒の女性は多

くいます。しかし，家庭 に対する責任 は，夫 と妻の両方

にあるのではないで しょうか。た とえば，家庭の夕べを

確実に開 くようにするのはだれの役 目でしょうか。夫だ

けの責任でしょうか。妻 には，その責任 はないので しょ

うか。妻が自分の霊的成長よりも，夫の霊的進歩に厳 し

い という傾向は，多 くの姉妹たちに見 られる共通の弱点

ではないでしょうか。

私は今では，教義 と聖約121章46節 の約束 は家族 のた

めのものであると思っています。 この祝福 を受 けるには，

時間，努力，そして忍耐が必要ですが，祝福はそ うした

努力に十分見合 うすばらしいものです。
なんじ と も しや く

「聖霊は常に汝の伴侶 とな り，汝の笏 は真理 と正義の

変 ることなき笏 となり，汝の支配 ぱ永遠 の支配 となりて

強いらるることな く永遠 に汝に流れ込 まん。」(教 義 と聖

約121：46)

やさしい教えによって私の生活 を大 きく変えて くれた

父に，心か ら感謝 しています。17年 間の結婚生活の中で，

夫 と私が深い愛 と尊敬の気持ちを持ち続 けることができ

たのは，父の助言のおかげです。

私が支配的な態度をとりそうになるたびに，父の言葉

が聞 こえてきます。「マーサ，彼はいい人 だ。彼 はお ま

えもそう感じていると知 りたがっているとは思わないか

い。」

ありがとう，お父さん。お父 さんの言ったとお りでし

た。□

*マ ー サ ・マ ク フ ァ ー レ ン ・ワ イ ザ ー 姉 妹

ス テ ー キ 部 デ ル タ第7ワ ー ド部 所 属 。

ユ タ州 デ ル タ

聖徒 の道/199i年9月 号

28



岬 臥 轟

麟 懸

螺

譲
弼 蕉轍

緩 鰻も獣1題

齢
勝 酒例

、弩

幽

解

纂 皇

む

様 鄭

伴侶との関係を

改善するには

八 ワ ー ド ・C・ マ ク フ ァ ー レ ン

夫
婦の どちらかが感情的な言葉を口に出 し，それに

応酬す るという，夫婦のきずなを弱めてしまう悪

循環は自分で断ち切ることができます。以下の提案の各

項目を，週 ごとに別の項 目に重点を置 きなが ら試してみ

て ください。夫婦のきずながそれによって どれほど深 ま

るかを知って， きっと驚 くでしょう。

1.否 定的な考え方を避ける。自分の夫や妻 を他人 と

比較 しない ようにしましょう。それ よりも伴侶 に関 して，

あなたが好 きな点や感謝している点 を思い浮かべ ましょ

う。そしてそれ らを書 き出しておいて，思い付 くたびに

書 き加 えていってください。

2.批 判 を避 ける。人前で自分の夫や妻を批判 しては

いけません。 また，回 りの人々があなたの伴侶 のことを

悪 く言 うのを黙って聞いていないで，む しろ人前で夫や

妻の良い点 を言 うようにしましょう。特に伴侶が一緒 に

いるときにはなおさらです。そうすることによって，お

互いに対する誠実な気持ちを再確認でき， 自尊心 も高め

られることでしょう。

3.毎 日相手のために良いことをする。 ココアを作 っ

てあげるとか，何か気の利いた言葉 を書いて置いてお く

とか，伴侶が普段ひ とりでやっている雑用 を手伝 うとか，

いろいろ工夫 してみて ください。 しか し自分のしたこと

をいちいち書 き留 めてお く必要 はありません。

4.結 婚生活のために，時間を割いた り努力をするこ

とに限度 を設けない。愛 は五分五分の責任 を果たすだけ

で存続するような ものではありせん。結婚生活のために

貢献 している 「量」は測 るべ きではありません。

5.無 理な要求を押 し付けない。無理な要求 は何にも

増して相手の憤慨，強情 といった態度 を引 き起 こします。

6.柔 和な態度をとる。柔和 とは弱 さだ と思っている

人が大勢います。 しかし，本当は力なのです。柔和にな

ることによって，一層素直にな り，良い対人関係 を築 く

ことができます。

7.聖 典の中で慈愛 について書かれている箇所を研究

する。聖典を読 むことによって，永遠の愛についての理

解を深 めることができます。□

*ハ ワ ー ド ・C・ マ ク フ ァー レ ン兄 弟 前 記 事 を書 い

た マ ー サ ・ワ イ ザ ー 姉 妹 の 父 親 。 医 師 。 ユ タ州 ジ ョー ダ

ン ス テ ー キ 部 で 末 日聖 徒 の 薬 物 とア ル コ ー ル 中毒 に 関 す

る プ ロ グ ラ ム の 地 区 デ ィ レ ク タ ー を務 め， ま た ジ ョー ダ

ン リバ ー神 殿 で奉 仕 を して い る。
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重要でない と

思 われ た聖句か ら

キ ム ・R・ バ ー ニ ン ガ ム

何
年か前のことですが，その週の日曜学校のレッス

ンを準備 し始めた とき，私 は採 り上げる内容が教

義 と聖約の10の 章にわたっていることを知 って驚 きまし

た。「短いレッスン時間にそんなに多 くの ことを盛 り込

むなんて無理だよ。何章かは省略しなきゃ」 と思いまし

た。

その週の初め，私 は111章 は省略 して も構わないだ ろ
おろか

うと心に決めてい ました。「愚なること」「宝」「金銀」
「昔 よりの住民」などの言葉 は

，意味が よくわか りませ

んでした。正直に言 うと， この章が何について記 された

ものなのか私 は理解 していませんで したし，特に重要 と

も思いませんでした。

その週の後半に，その章を読み返 して，「愚なること」

が一体何を意味するのか考えました。おそ らく 「愚なる

こと」 とは大管長会がマサチューセ ッツ州サレムに行っ

た理由と関係があるのではないか と思いました。

その啓示の前書きを読み，その出来事 についてさらに

調べるにつれて，バージェスという男性がカー トラン ド

にやって来て，サレムにある1軒 の家に多額のお金が隠

されていると触れ回ったことを知 りました。

予言者ジョセフ ・ス ミス と何人かの人々は，そのお金

を見付けて教会の債務の返済に充て られればと願いなが

らサレムに向かいました。 しかし，宝があるのはどの家

なのかをバージェスが指示で きなかったため，一行 のサ

レムヘの旅は結局 「愚なること」 となったのでした。

このような事情にもかかわ らず，主はその旅について

「立腹せず」 と言われてい ます。(教 義 と聖約111：1)主

は予言者に，求めている 「金銀」ではないほかの 「宝」

があることを心に留めるように言われ ました。すなわち
まち なんじ

「この市 に は
， シ オ ン の た め に汝 らに 与 う る宝 多 くあ り。

なかだ ため

また汝 らの媒 ちによりて時至 らばシオ ンの為にわが集め

ん とする多 くの人々 この市 にあり。」(教 義 と聖約111：

2)

調べるにつれて，宣教師のエラスタス ・スノーが結果
かぎ

的に重要な鍵 となったことがわか りました。スノー長老

の日記によると，彼 は1841年(教 義 と聖約111章 となって

いる啓示が与 えられてか ら5年 後)に ノーヴーへ の帰郷

の途 に就 きましたが，途中でハイラム ・ス ミスをはじめ

とするほかの宣教師たちに会いました。ハイラム ・ス ミ

スはスノー長老 とその同僚のウイリヤム ・ローに対 して，

帰郷 の旅を取 りやめにして，サレムで伝道の業に従事す

るように促 しました。

スノー長老 は次のように書いています。「ふた りは，

1836年 にサレムの人々について与 え6られた啓示の写 しを

置いていった。主 はその啓示の中で，時が至れば主の王

国に集められる人々がそこには大勢いると言っておられ，

ふた りはすでにその時が来 たと考えていたのである。」

(「エラスタス ・スノーの日記」末 日聖徒イエス ・キ リス

ト教会歴史部所有，pp.3-5参 照)こ うしてスノー長老

はサレムに赴 きました。

初 めは重要でないように思われた聖典の箇所は私にと

ってます ます興味 をそそるものとなってきました。教師

用手引 きにはスノー長老が多 くの人々を改宗したと記さ

れています。その改宗者 とはどんな人たちだったので し

ょう。彼 らは教会 にどんな貢献をしたのでしょうか。

突然私は自分の家族の系図記録の中で見たあることを

思い出 しました。私 の4代 前の先祖であるナサニエル ・

アシュビーは1805年 にサレムで生 まれています。おそら

く彼 はスノー長老が福音 を伝 えたときサ レムにいたこと

でしょう。私はアシュビー家の歴史記録を探 しました。
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そしてその記録が記された小 さな茶色の本を，私 の親類

の家でようや く見付け出しました。

教義 と聖約111章9節 で主は予言者 にサ レムの 「昔 よ

りの住民 とに就 きては，努めてこれを取調べ」 るべきで

あると言われました。海岸沿いの町であるサレムは1626

年に開拓 されました。そしてナサニエル ・アシュビーの

6代 前の先祖アンソニー ・アシュビーが，1663年 にサレ

ムにいた と記録 されていました。つまりアンソニー以来

アシュビー家は6世 代にわたってサレムに住んでいたの

です。

その小 さな本(ロ バー ト・アシュビー，「アシュビー家

の先祖」，1941年)に は次 のように書かれてい ました。
「1841年にエラスタス ・スノー長老たちはアシュビー家

に真 の福音 をもたらし，彼 らは喜んでそれ を受 け入れ

た。」なんと私の先祖 もあの 「サレムの改宗者たち」 に

含まれていたのです。

ナサニエル とその家族について読んでい くと，スノー

長老夫妻 はサレムにあるアシュビー家の家屋のひ とつに

2年 問無料で住んでいたごとがわかりました。おそらく

それは宣教師にとっては 「金銀」に勝 る 「宝」だったで

しょう。1843年 の秋，アシュビー家はノーヴーに移 り，

スノー長老の家族 と共に大 ぎな2世 帯用住宅に住み まし

た。またアシュビー家の人々 は神殿の建設のために自分

たちの財産 を差 し出しました。

アシュビー家 の人々は，ジョセフ ・ス ミスが殉教 した

日にはノーヴーにいました。 しか も予言者の家のす ぐ近

くに住んでお り，ナサニエルの息子たちのひとりが記 し

たところによると，彼が1844年6月 のある朝，父親 の菜

園にいると，予言者がカーセージに向かって馬に乗 って

通 り過 ぎたとあ ります。その息子 はこう書いています。

「私 は
，彼の気高い顔 を覆 った深い悲 しみを決 して忘れ

ないだろう。それは生 きている予言者に会った最後であ

った。」
へんぽう

ア シ ュ ビー 家 の人 々 は ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ が変 貌 した

と き会 衆 の 中 に い ま し た 。 ナ サ ニ エ ル の 息 子 の ベ ン ジ ャ

ミ ン は 次 の よ う に書 い て い ま す 。 「ブ リ ガ ム ・ヤ ン グ の
ようぽう

姿，声，容貌が会衆 の目の前で変わ り，細部 に至 るまで

ジョセフ ・ス ミスそっくりに見えた。ジョセフ ・ス ミス

の面影をはっきりと見たのはそれが最後 となった。」

アシュビー家はまた，ノーヴーに自分の家 を残 して西

に向かって旅立った人々の中にもいました。数日後，ナ

サニエルはアイオワ州で亡 くなりました。 しか しスーザ

ン ・アシュビーは11人 の子供 と共に旅を続 け，平原 を渡

り， ソル トレークシティーに到着 しました。 アシュビー

家の娘のひとりが私の曾祖母です。

私 はその小 さな茶色 の本を閉じて，私が初め重要でな

い と思 った聖句 を読み返 しました。主はこう言われてい

ます。「この市 には，シオンのために汝 らに与 うる宝多

くあり。……時至 らばシオ ンの為にわが集めん とする多

くの人々この市 にあり。」(教 義 と聖約111：2)

予言者 とほかの兄弟たちは，「金銀」 を求 めてサレム

に行 きました。 しか し彼 らの得た 「宝」 は改宗者で した。

そしてその 「宝」を通 じて私自身の生涯 と，共 に育った

兄弟，いとこ，そのほか数え切れないナサニエル ・アシ

ュビーの子孫はその生涯 にこの上 なく豊かな祝福 を受け

ているのです。□

*キ ム ・R・バ ー ニ ンガ ム ユ タ州 バ ウ ンテ フル 中央 ステ

ー キ部所属 。
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「知 恵 の道 」

ジル ・ヘミング

大
学1年 生にな りました。親元 を離れ，自分で自由

に選択できる生活がもたらして くれた興奮は，想

像を上回るものでした。キャンパスライフが授業以外 に

も様々な刺激に満ちていることを知 るのに，い くらも時

間を要 しませんでした。大学生活のいろいろな楽 しい活

動に夢中になり，夜更かしをす る晩が幾 日も続 きました。

土曜 日の晩は特 に問題でした。翌日に授業がないのを

いいことに，だれ もが羽 目を外 していました。それまで

教会のどの集会に も出席 していた私が， ときどき教会 を

休むようになりました。 日曜日の朝9時 から始まる集会

に出席 しようとして も，睡眠不足がたたって，思 うよう

にベ ッドか ら起 きられないのです。ある朝など， ぐった

りした体 を引 きずって教会 に足を踏み入れたものの

もちろん遅刻 していましたが ，堅い木のいすの上で

もいいから，思いっきり手足を伸ばして横にな りたい と

思いました。

集会から得るところなど，あろうはず もあ りません。

ある日曜日，ついに2週 続 けて教会を休んでしまったこ

とに気付いたのです。良心の とがめを感 じました。旧約

聖書 を読み始めたのは，多分そのためで しょう。教会の

集会に出られな くて も， 自分で少な くとも何かは学べる

だろうと思ったのです。

旧約聖書を読み進んでい くと，以前読んで印を付 けて

おいた聖句が目に留まりました。その言葉に心が揺 さぶ

られ るような気が しました。

「わたしは知恵の道 をあなたに教 え，正 しい道筋 にあ

なたを導いた。……教訓をかた くとらえ 〔よ，〕……そ

れはあなたの命である。よこしまな者 の道に，はいって

はならない，悪しき者 の道を歩んではな らない。」(箴 言

4：11，13-14)

あたかも天父が私 に向けて，「もっと分別を持ちなさ

い」 と言ってお られ るようでした。愛 ある両親，教師，

指導者 はいつも私に 「知恵の道」を教 えて くれました。

私は 「正しい道」に導かれていたのです。正 しいこと，

つ まり安息 日を覚えてこれを聖 とす るにはどうすればよ

いか，わ きまえるだけの理解力 を身 に付けていて しかる

べ きでした。

大学 に入って初めて，自分の霊性に対 してどれだけ大

きな責任があるのかを悟 りました。「悪 しき者の道」 に

迷い込 まないようにする責任は，親やほかの大人にある

ので はありません。 自分自身の責任なのです。

今でも， ときどき夜更か しをした くなります。以前 は

安息 日の備えを完全にするために， もっと自分にできる

ことがあるだろうと感 じていました。 しか しあの聖句 と

の出会い以来，日曜 日をすっきりした気持ちで過ごした

い と思 うなら，土曜 日の晩に十分な睡眠を取った方がよ

い とわか りました。今ではそれが私のひ とつの生活 目標

になっています。□
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■

日本 にお け る

教会の発展

アジア地域会長会会長

マーリン ・R・ リバート

十
二 使 徒 で あ った ヒー バ ー ・」・

グ ラン ト長 老 は，1901年9月1

日，福 音 を教 え広 め る地 と して 日本 を

奉 献 しま した。今 年 ， その90周 年 を迎

え られ る こ とを， 日本 の聖徒 の皆 さん

と共 に喜 びた い と思 い ます。 日本 の教

会歴 史 は ま さに1世 紀 を経過 し よう と

してい ます。 ここで， その推 移 の過 程

を細 か に紹介 で きる紙幅 はあ りませ ん

が， 初期 の出来 事 の数 々 は読 者 の皆 さ

んの興 味 を大 い にそ そ るで し ょう。

ロ レ ンゾ ・ス ノー大管 長 は， 日本 の

著名 人 何人 か の招 きを受 け， い くつか

の好 ま しい兆 しもあ った ため，1901年

初頭 ， 日本 に伝 道部 を開設 す る こ とを，

十 二使 徒評 議員 会 と共 に決 定 しま した。

当時十 二使 徒評 議 員会 の一 員 で あ った

ヒーバ ー ・」・グ ラ ン ト長 老 が この責

任 を引 き受 け る こ とに な りま した。 前

途 に横 たわ る任 務 が いか な る ものか想

像 もで きませ ん で したが ， グ ラン ト長

老 はみ業 を果 た す ため の補 佐 役 に3人

の 同僚 を選 び ま した。 まず， 合衆 国 ，

イ ギ リス， ドイツで 十分 な伝 道経 験 を

積 ん だル イー ズ ・A・ ケ ルチ 長老 。 そ

して，伝 道 の経験 が あ り，一 時 は グ ラ

ン ト長老 の私設秘 書 を務 めた こと もあ

るホ ラ ス ・S・ エ ンサ イ ン長 老。 エ ン

サ イ ン長 老 は， 熟達 した音楽 家 で あ り，

声 楽家 と して も相 当 の技 量 を持 ち， タ

バ ナ クル合 唱 団 の副 指揮 者 の地 位 に あ

りま した。 最後 に， 当時18歳 の青 年 だ

った ， アル マ ・0・ テ イ ラー 長 老 。彼

は19!0年 に故 国 に帰還 す る まで，9年

以 上 の歳 月 を宣教 師 として 日本 で働 く

こ とにな ります。

グ ラ ン ト長 老 を指 導者 と仰 ぐこの宣

教 師 の一 行 は，1901年7月24日 ， ソル

トレー クシテ ィー を後 に し ました。 ち

ょうど この 日は， モル モ ン開拓 団 の本

隊 が ソル トレー ク盆 地 に到着 して か ら

54回 目の記 念 日に も当 た って い ま した。

その 日， グ ラ ン ト長 老 をは じめ とす る

宣教 師 た ち は， 新 しい違 った意 味 で の

開拓 事 業 に着手 した ので した。 一行 は

バ ンクーバ ー まで の道 の りを旅 して，

7月30日 に そ こか らイギ リス船 「エ ン

プ レス ・オ ブ ・イ ンデ ィア号 」 に乗 り

込 み， 同 年8月12日 ， 東 京湾 に到 着 し

ます 。 ところが宿 泊 すべ き宿 さえ容易

に見付 か り ませ ん。 お もに ほか の キ リ

ス ト教 各派 が あ お りたて た 「モル モ ン

教 の宣 教者 」 た ち に対 す る悪感 情 の た

めで した 。来 日 した 日の晩 ， エ ンサ イ

ン長老 は，夕食 を とる宿泊 客 た ちの前

で歌 を歌 い，宿 泊 客 た ちの心 に あ る悪
ふつしよく

い 印象 を払 拭 す る こ とに努 め た ほ ど

です 。後 年 の記録 資料 に よれ ば， 日本

の偉大 な政治 家 のひ と り，伊 藤博 文侯

はか つ て合衆 国 を広 く見 聞 し，教 会 や

そ の指導 者 との間 にあ る程度 の親 しい

関係 が あ った よ うで す。 グラ ン ト長老

とその一 行 が 日本 に到着 す る と，'博文

侯 は政府 として公式 の歓 迎会 を行 な う

よ うに提 案 しま した。 日本 の伝統 的 な

宗教 界 の指 導者 た ち は この提 案 を受 け

入 れ たので す が， キ リス ト教 界 の指 導

者 た ちが これ に反対 し ました。博 文 侯

は こう した反対 の気 運 に押 されて提 案

を取 り下 げて しまい ま した。一 行 が 日

本 に着 くと， 当時 の新 聞各 紙 は こぞ っ

て このモ ルモ ン教 の宣 教 師 の記 事 を載

せ ま した。 しか し大方 は多妻結 婚 の問

題 を採 り上 げ，教 会 に不利 な論 調 で し

た。 それ らはア メ リカ の場 合 と同 じよ

うに， 日本 で も極 端 に ゆが め られ た報

道 内容 にな って い ま した。

長 老 たち は最初 ，横 浜 に居 を構 えま

したが，1カ 月後 ，活 動 の拠 点 を東京

に移 し ました。 グ ラ ン ト長老 は著 名人

た ちか らの紹 介状 を何通 か携 えてい ま

したが， 彼 らは大体 におい て親切 で あ

って も， 「新 興 宗 教」 に は関 心 の な い

人 々で した。
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伝 道 は はか ばか し く進 み ませ ん。一

番大 きな原 因 はだれ も日本語 が話 せ な

か った ことに あ ります。 しか し，主 は

エ ンサ イ ン長 老 とテイ ラー長 老 に 日本

語 を教 えて くれ る友 人 を何人 か備 え ら

れ ました。5カ 月後 ， テイ ラー長 老 は

片 言 なが ら も自分 の証 を 日本 語 で伝 え

られ る ように な りま した。 しか も彼 は，

続 けて す ぐれ た語 学 力 を発揮 し， つい

に はその後 何年 か の間 に， モル モ ン経

の 日本語 版初 訳 にか な り貢献 が で きる

まで にな ります。

ケル チ長 老 は1年 以上 日本 に滞在 し

てか ら，故 国 に帰還 し ます。 グラ ン ト

長 老 は1902年4月 の総大 会 の ため ソル

トレー クシテ ィー に一 時戻 り， 翌年 の

9月 に は この責 任 か ら解 任 され ます。

伝 道 地 に赴任 してか ら， 約2年 後 の こ

とで した。代 わ ってエ ンサ イ ン長老 が

伝 道 の責 任者 とな ります。 グ ラ ン ト長

老が バ プ テス マ を施 した の はわ ず かふ

た りだ けで したが， ふ た りと も信仰 を

保 たな か った ため に， グ ラ ン ト長老 は

伝 道 は何 の実 りも得 られ なか った と感

じて帰 国 し ま した。 しか し， グ ラン ト

長老 はそ う した手探 りの 日々 の中 で伝

道 のみ業 を見守 り， それが新 たな時代

の幕 開 け とな った ので した。

4人 の宣 教師 の一 行 は横浜 にい る間，

市 の南部 に位置 す る 「外 人住 宅 街 と入

江 との間 に はさ まれ た」丘 の上 の， あ

らか じめ決 め てお い た森 の中 に入 り，

1901年9月1日 ， グ ラ ン ト長 老 が福 音

を宣 べ伝 え る地 と して 日本 を奉献 しま

した。 テイ ラー長 老 は この歴 史 的 な出

来 事 を次 の よ うに記 して い ます。

「彼 の舌 は緩 め られ， み た まが 豊 か

に宿 っ た。 みた まの力 が あ ま りに も強

か った ため に，彼 の 口か ら言 葉 が出 る

たび に私 た ちの心 は内 に燃 え，神 のみ

使 い たち が近 くに い るの を感 じた ほ ど

だ った。私 は今 まで に この よ うな平安

な気持 ち を経 験 した り， この よ うな力

強 い祈 りを聞 い た こ とはな か った。 そ

の言葉 の一 つ一 つが私 の骨 に まで しみ

とお り，喜 び の 涙 に む せ る ほ ど だ っ

た。」(マ レー ・L・ ニ コル ズ 「末 日聖

徒 イ エス ・キ リス ト教 会 日本 伝道 部 史

1901-1924年 」1957年11月 ，p.25)

最初 の教 会 の集 会 は1903年4月18日

に，神 田 の あ る広 いホ ール で行 なわ れ

聖徒 の道/1991年9月 号
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ま した。 テイ ラー長 老 は 日本語 で話 を

し ました。 日本 で福 音 を広 め るため の

最大 の障害 は， や は り言葉 が通 じな い

こと と，福 音 の メ ッセー ジ を 日本語 で

紹 介 で きない こ とで した。 それで も最

初 の賛 美歌 集 が1905年5月29日 に印刷

に付 され ました。 この中 に は66曲 が収

め られて い ま したが， 楽譜 には主旋 律

しか記 されて い ませ んで した。 後 に い

くつ か の改 訂 が行 な わ れ ま し た が，

1916年 にな って初 め て，末 日聖徒 が使

用 す る英 文 の標 準 の 賛 美歌 集 か ら220

曲 を集 めて，賛 美歌 集 が 日本 で刊 行 さ

れ ま した。

1904年 か ら1909年 まで の間 に， 特定

のテ ーマ別 に福 音 の原 則 のパ ンフ レ ッ

トが作 成， 翻訳 され， 訂正 を加 えて 出

グラント長老家族と宣教師たち

(1902年撮影)

版 され ま した 。 しか し， だれ もが 完成

の必要性 を痛感 して いた の はモル モ ン

経 の翻 訳 で した。 テ イ ラー長老 は この

事 業 を監督 す る とい う重要 な仕 事 に就

いて い ま した 。彼 は自分 の 日本 語 力 の

限 界 を感 じなが らも，1904年1月11日

に翻 訳 に着 手 しま した。 また，1905年

7月14日 に は， その若 さに もかか わ ら

ず ，伝 道部 長 に も任 命 され ま した。 こ

の翻 訳 作業 の後 半 に入 る まで ， テイ ラ

ー長老 は信 頼 で き る 日本語 の翻 訳 者 の

助 けが受 け られ なか った た め，非 常 な

困難 の中 で翻訳 作 業 は進 ん でい きま し

た。1909年6月10日 の 日記 の中 に彼 は

こう記 して い ます。

「私 は最 後 の参 照 聖 句 の翻 訳 を書 き

終 え ました。 私 は ホ ッ として深 くため

息 をつ き ま した。 それ は大 きな仕 事 を

完 成 した と きに自然 に出 て くるた め息

で した。 そ して私 の胸 は言葉 には言 い

表 わ せ ない感 謝 と喜 び に満 ち ま した。」

続 く1，2カ 月 の間 に若干 の訂 正 を

加 え，1909年10月6日 ， 製本 され た初

版 の2部 を 日本政 府 に納 本 しま した。
ぽうだい

テ イラ ー長老 の行 な った仕事 は膨 大 な

もので した。 補助 者 ，筆 記者 ，校 正 者，

印刷 ， 出版 ， 広 告 な どに要 した費 用 の

総 額 は， 最 初 に発 注 し た モ ル モ ン経

5，000部 を含 め， 当 時 の金額 で3，190ド

ル56セ ン ト， す な わ ち63万8，112円 で

した。

伝 道部 が 開設 されて か ら，1924年 に

閉鎖 され る まで の 間 に， バ プ テス マの

数 は166件 ， うち男性109人 ，女性57人

で した。9年 以 上 も宣教 師 と して 日本

に とど ま り， その 問 に1度 も帰 国 しな

か った テ イ ラー長老 も，1910年1月1

日に解任 され ました。

1920年12月 ， 当 時十二 使 徒 で あっ た

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ長 老 は伝 道 部

の必 要 を見極 め るた め に 日本 を視察 し

て 回 りました。 宣教 師 が不 足 して い る

こ とが マ ッケイ長 老 の 目に は明 らかで

ロー カ ル
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したが， 彼 は 日本 人 と伝 道部 に対 す る

温 か い気 持 ち を感 じて帰 国 の途 に就 き

ま した。 マ ッケイ長 老 の訪 問 の後 ，伝

道 活 動が さ らに活 発 にな り，1922年 に

は過 去10年 間 に売れ た モル モ ン経 と同

数 のモ ルモ ン経 が1年 間 で売 れ る とい

う勢 い を示 しま した。宣 教 師 も増 員 さ

れ ました。

とこ ろが この間 に， 国際 間 の緊張 は

高 ま り， 日米 両 国 の間 に双 方 の行 為 が

も とで誤 解 と悪 感情 が生 まれ ま した。

それ らは教会 に も会 員 た ちに もど うす

る こ ともで きない 問題 とな りま した。

ア メ リカで生 活 す る東洋 人 へ の差 別 は

合衆 国 の一部 地 域 で は 日常 化 し， 日本
ふくしゆう

人 の心 に敵 意 と復 讐 心 を引 き起 こす

こ とにな りま した。1924年6月27日 ，

当 時 は教会 の大 管長 とな って いた ヒー

バ ー ・」・グ ラ ン ト長 老 の命 に よ り，

す べ ての宣 教 師 は 「一 時的 に」 撤退 を

余儀 な くされ た ので した。

この期 間，ハ ワイ の人 口の約 半数 が

日本 人 また は 日本 人 を先祖 に持 つ 日系

人 だ った こ ともあ り， 日本 人 の間 で始

ま った伝道 のみ業 は， このハ ワ イの地

で続 け られ，1937年 の初 め， ホ ノルル

に本 部 を置 いて， 日本 伝道 部 が再 開 の

運 び とな りま した。第 二次 世界 大戦 後 ，

かつ てハ ワ イの 日本人 聖徒 たち の間で

働 き，1945年 には 占領 軍 の一 員 として

日本 に従 軍 した， エ ドワー ド ・L・ ク

リソル ド兄 弟 が，1947年10月 に日本伝

道 部 の伝 道部 長 に任命 され ました。政

府 か ら日本へ の入 国許 可 を得 て， ク リ

ソル ド伝 道部 長 は1948年3月 に東 京 に

着 き， ここにお い て伝 道 部が 再 開 され

る こ とにな ります。

1948年 を境 に， 日本 にお け る教 会員

の数 は新 た な勢 いで 増加 し ます 。1955

年 まで に， 日本伝 道 部 は分割 され ま し

た。 現在 で は，伝 道 部 が10， ステー キ

部 が22， 地 方 部17， 会 員 総 数 は9万

9，484人(編 注 一1991年6月 末 現 在)



を数 えるに至 ってい ます。 お そ ら く何

万人 と集 う忠 実 な教会 員 た ちの精神 を

はっ き りと示 す最 もす ば らしい 出来事

は， 壮麗 な東 京神 殿 が建設 ，献 堂 され

た こ とで し ょう。 東 京神殿 は1980年10

月 の27日 か ら29日 に， ス ペ ン サ ー ・

W・ キ ンボ ー ル 大 管 長 に よ っ て奉 献

され ま した。今 日神 殿 は， 忠実 な会 員
ささ

たちが イ ス ラエル の神 に捧 げ る忠誠 と

信 仰 の記念 と して， また， すべ て の 日

本 人 に対 す る真 理 と義 の旗 じる し とし

て建 って い ます。

主 は この美 しい地 に対 して， 過 去40

年 の間大 い な る祝福 を与 えて こ られ ま

した。戦 争 の焼 け跡 の中 か ら日本 は復

興 し，今 日の よ うに力 あ る国 に まで な

りま し た。諸 国 との 間 に残 って い た

苦 々 しい憎 しみの念 も， 大 方 は相 互信

頼 と依存 の関係 に場 所 を譲 って い ます。

主 が この国 を祝 福 す るにふ さわ しい と

お考 え にな ったの は， 自由に また完 全

に宣教 師 たち との交流 が許 され ，民 の

間 に教 会 の設立 が 認 め られ た か らで あ

る と，私 は考 え， 信 じて い ます。相 互

理解 と助 け合 い を通 じて， 教会 員 た ち

の間 に は愛 と感 謝 の強 い きず なが育 っ

て い ます。 それ らは海 を越 えて， 末 日

聖徒 た ち をひ とつ に結 び付 けて い るの

で す。

日本 の総人 口か ら見 れ ば末 日聖徒 の

数 はまだ ほん の少数 で すが， それ に も

かかわ らず ，忠 実 な教会 員 た ちは善 に

対 す る強 い影響 力 を発揮 す るで し ょう。

正 しい生活 を送 るすべ て の教 会 員 は，

社 会全 体 に対 して ，正 義 のパ ン種 の役

割 を果 た して い るので す。 主 は末 日聖

徒が福 音 の原則 を実践 し， 教 え， この

日本 の地 で， 日本 人 の神権 者 の手 か ら，

日本語 で すべ て の救 い の儀 式 を受 け ら

れ る よ うに， この国 を祝福 し，守 って
は

お られ ます。 それが 栄 えあ る神聖 な祝

福 な のです 。

そ の ように偉大 な祝福 が 日本 の国 民，

特 に この教会 の会 員 た ち に与 え られ て

い る と同時 に，義 務 も課 せ られ て い ま

す。 教会 員 は福音 の諸 原 則 を完全 に実

践 す る とい う誓約 を交 わ して い ます。

そ うした義務 の中 に，伝 道 の み業 に携

わ り支援 す る ことに よっ て， 同国人 た

ちに福音 を伝 え る とい う義務 が あ りま

す。 主 の予 言者 はすべ て の若 い男性 に，

自 らを備 え，伝 道 に出 る とい う責任 を

与 えてい ます 。 これ は私 自身 の考 えで

すが， 「門 を守 る者 」 で あ り， 「ここに
し もべ

は下僕 をお使 い に な らな い」(II二 一

フ ァイ9：41)主 にお 会 い した とき，

今 の と こ ろ伝 道 で きず に い る大 勢 の

人 々 には もっ と も と思わ れ る言 い訳 を

述 べ た とこ ろで ， はた して平 安 を感 じ

て い られ るで し ょうか。 ア ル マ ・0・

テ イ ラー長老 はそ の青年 時代 の初 期 に，

日本 に最 初 に や って来 た あの4人 の宣

教 師 の中 のひ と りとな り ましたが， ユ

タ州 の故 郷 に戻 る まで9年 以上 の歳 月

を宣教 師 として働 い たの です 。家族 や

本 人 の犠牲 が どれ だ け あっ たか は容 易

に察 す る こ とが で き ます。 これ と比較

すれ ば， 主が 現代 の教 会 の若 い男 性 に

求 めて お られ る犠 牲 は， わず か な もの

です 。

1830年 に教 会 が組 織 され て以来 ， 現

在 まで に50万 人以 上 の宣 教 師が伝 道 に

出 ました。一 人 一人 の伝 道期 問 を合 計

す れ ば，100万 年 分 に相 当 し ま す。

1924年 に 日本 伝 道部 が 閉鎖 された とき

に は， テ イ ラー長老 の心 は悲 しみ で閉

ざ され た に違 い あ りませ ん。 しか し，

彼 の有 能 な働 きに よって基 礎 が据 え ら

れ， その上 に開花 す る現在 の成 功 を予

見 で きて い た ら， 疑 い もな くテ イ ラー

長 老 の心 は喜 び で満 た され たで し ょう。

会員 歴 の長 さにか かわ りな く， 私 た

ち は皆 ， だ れか周 りの人 々 の伝道 活 動

の おか げで教 会員 にな った ので す。 自

分以 外 の だれか が， 伝道 活 動 と取 り組

む た めに信仰 を持 ち，進 んで 自分 の金

聖 徒の道/1991年9月 号

4

銭， 時 問， 果 て は将 来 得 られ るはず の

この世 の富 や地 位 までな げ うっ て くれ

たおか げで， 私 たち は教会 員 になれ た

のです 。宣 教 師が伝 道 を始 め る ときに

心 の 中 に持 って い る唯一 の確 信 とい え

ば， もし進 んで 自分 を捨 て る な ら， つ

ま り自分 の個 人 的 な望 みや， キ リス ト

の教 えを広 め るた め に福 音 を伝 える務

め を妨 げ るいか な る こ と も後 回 しにす

るな ら， 主 が支 え， 祝福 して くだ さる，

とい う ものな ので す。

私 たち は熱心 に努 めて，90年 前 に こ
い

の 「日の 出ず る国 」 で さ さや か に始 ま

った み業 を推 し進 め よ うで はあ りませ

んか。 日本 は皆 さん の住 む地 で あ り，

皆 さん の先 祖 が住 ん だ土地 ， 高貴 に し

て悠久 の歴 史 を持 つ偉 大 な民 が住 む国

土 なので す。 主 は大 きな祝福 を 日本 に

注 い で お られ ます。 聖徒 たちが これ か

ら も正 しい生 活 を送 り， 召 しを全力 を

尽 くして果 た し，主 に仕 え るため に思

い と勢力 と力 を尽 くして働 き， 十字 架

を負 ってわ れ に従 え とい う救 い主 の招

きに心 を向 けてい くな ら， と きには打

ち勝 ち難 く見 え る障害 に出合 っ て も，

主 は聖 徒 たち が み業 を成功 させ られ る

よ うに常 に祝福 して くだ さるで し ょう。

しか も自分 を忘 れ て 主 のた め に この み

業 に打 ち込 むな らば， この世 で は新 た

な生活 が 開 け，来 世 に おい て は永 遠 の

生 命 が得 られ るで し ょう。

注記 一 この記事 の中 で引 用 した歴 史

上 の事 実 は， お も に 「末 日 聖 徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 日本伝 道 部史1901-

1924年 」 に よ る もの で あ る。 これ は，

1957年11月 ， ユ タ州 プ ロボ にあ る ブ リ.

ガ ム ・ヤ ング大 学 歴史 学部 に提 出す る

ため に作 成 され た マ レー ・L・ ニ コル

ズ兄弟 の修 士論 文 で あ る。 ニ コル ズ兄

弟 自身， かつ て 日本 で宣 教師 と して働

いた経 験 を持 つ。
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ン

に

Ｑ

の

サ

ス

チ

史

和

コ

な

コ

会

た

邦

ン

，

，
歴

共

ツ

行

の

教

し

連

コ

ス

ア

，

の

ル

で

団

，
表

ト

の

ン

リ

で

大

・

場

唱

で

発

工

で

ラ

ト

ド

最

ル

劇

合

上

を

ビ

ド

フ

ス

ン

中

ド

イ

ル

席

と

ソ

↑

，

一

ラ

ヨ

ク

の

こ

，
ラ

ツ

オ

↑

，

誌

↑

，

，

リ

ア

，

が

合

レ

め

ガ

キバロ

ル↓

５

口



、
ズ一リシ係関族家

」

よこつ
】

こく防を、カんデこ弟兄

　

な

さ

い

も

ん

特

出

自

を

も

ほ

で

」

較

く

供

せ

よ

比

に

子

ま

に

引

は

の

だ

そ

自

法

の

わ

と

ち

た

れ

供

も

に

出

は

。
も

方

る

。

い

人

育

れ

し

子

で

中

い

に

ん

て

の

せ

す

助

も

璽
学

賢

。

は

さ

も

の

箱

の

思

し

せ

つ

こ

さ

ま

で

ひ
ほ
哺

せ

と

す

愛

に

か

れ

。
そ

や

な

ま

使

。

め

り

士

靴

に

わ

つ

で

弟

象

る

ぞ

る

，

や

可

け

が

す

や

あ

同

，

ん

伝

も

句

兄

対

な

れ

え

が

ち

許

い

れ

ま

を

が

供

に

ゃ

手

は

禁

に

の

に

そ

与

す

も

の

は

だ

し

か

果

子

供

ち

を

ド

は

供

較

う

●

を

で

お

人

て

は

明

ん

効

●

子

赤

用

葉

子

比

よ

言

た

。
す

う

つ

す

下

い

育

で

見

と

て

の

を

ど

れ

も

人

でのるすに〉つよるて立役に功成のい

」

の

う

本

つ

や

説

け

い

物

い

使

。

触

ち

を

の

ら

れ

よ

が

す

に

も

と

い

く

入

も

け

ま

物

お

こ

合

な

な

で

だ

れ

の

の

る

り

議

別

し

分

入

中

か

あ

取

思

，

不

「

き

，
品

れ

の

由

は

に

む

や

供

く

た

な

ら

ん

愛

子

親

を

子

ら

も

か

ち

せ

ず

。

で

か

。
ば

ら

や

ど

ま

ま

す

ま

ん

く

し

く

穏

も

り

が

示

点

げ

置

，

い

で

親

あ

婦

を

な

口

を

ら

。
分

。

期

め

ま

は

ま

必

却

始

せ

供

き

る

冷

を

か

子

付

め

に

か

行

，

い

決

め

ん

へ

に

思

と

た

げ

屋

ち

を

い

る

口

部

う

法

悪

せ

が

の

い

方

い

さ

士

分

な

決

い

め

同

自

た

解

が

の

に

の

係

上

も

関

以

る

な

く

い

か

付

て

や

気

ね

穏

が

ま

る

親

を

あ

は

姿

の

供

の

　

。

は

夫

範

か

す

夕

互

す

●

間

た

す

自

す

要

●

模

細

で

ユ

ア

り

せ

た

ま

た

ま

る

い

ふ

い

げ

て

，

て

ら

つ

ち

れ

和

立

う

離

を

役

の

ど

識

が

娘

ほ

意

夫

の

れ

抗

工

人

そ

対

な

３

が

の

う

の

齢

ち

よ

家

年

た

の

が

は

供

次

我

諦
・

　

　

す

な

て

け

見

す

る

ま

調

ん

い

掛

で

ま

せ

あ

強

こ

が

を

目

ち

た

，

を

「

ん

葉

い

立

持

は

哺

へ

鞭

賠

脹

鍛

髄

碓

一イテシ一ダ一核州

ンソ一ダンア●ンラ一

。

は

雑

け

る

い

の

助

す

る

ど

に

に

あ

な

い

う

，

る

互

よ

る

え

で

麓

篇

胎
鱒
瓶
聯

Ｌ

，

の

ツ

↑

ビ

ジ

デ

↑

「

ス

か

て

と

し

」

う

の

ど

い

「

な

。

し

、

い

こ

し

を

な

な

潔

し

し

清

較

較

に

比

比

う

■

●

よ

む

良

た

お

妹

葉

の

尊

る

ん

に

を

守

事

す

の

し

る

と

言

く

自

い

せ

め

題

留

仕

ま

い

と

れ

」

た

築

に

て

ま

務

宿

の

の

し

互

う

く

い

し

を

供

し

じ

や

の

き

か

り

も

お

て

な

と

係

子

足

感

活

妹

と

ら

た

に

伝

つ

や

つ

関

の

満

を

生

に

た

何

せ

供

手

伝

じ

よ

い

れ

に

識

の

姉

し

，

わ

子

が

手

た

ち

良

ぞ

身

意

い

。
出

り

合

の

姉

に

つ

。

，
れ

自

抗

互

る

外

た

え

ど

Ｑ
う

か

す

と

そ

分

対

お

せ

が

せ

教

持

，

に

い

，

を

り

方

互

て

り

た

の

を

し

わ

せ

妹

方

う

か

さ

を

仕

こ

か

見

番

の

。

　

ん

め

す

●

る

ふ

よ

ま

る

●

自

り

●

た

親

さ

に

号蝟陣凹

６

／道の徒聖



言とヨね〉つよしまき行
，

　

ら

い

上

十

に

二

Ｓ

た

さ

が

も

ら

ル

・

き

だ

た

間

彼

オ

ン

起

く

な

時

ず

フ

ザ

が

て

あ

う

え

リ

一

ん

つ

●

構

絶

力

ス

℃

，

い

を

。

て

と

い

ド

し

こ

さ

ツ

愛

う

だ

ウ

も

い

く

ト

ち

と

て

ン

た

る

せ

レ

供

あ

さ

ブ

子

に

得

州

の

分

納

ア

スクツオフ●

む

週

に

す

族

の

特

で

は

す

４

べ

た

家

前

の

の

て

す

わ

通

し

ろ

も

じ

り

と

捜

は

夕

し

た

が

人

う

当

ま

．
て

を

，

こ

数

通

た

こ

を

で

の

ま

め

人

の

言

り

き

け

動

ち

と

回

を

し

う

点

家

庭

め

含

の

ぞ

か

割

て

続

活

育

な

の

動

を

合

い

が

家

始

を

そ

，

何

の

つ

を

す

が

き

か

活

か

け

良

我

，
を

親

，

や

て

こ

回

れ

捜

心

好

ん

の

ん

つ

。

口

に

動

両

て

柄

い

に

こ

を

尊

の

け

こ

け

見

た

ろ

活

が

げ

事

つ

こ

す

り

上

い

に

い

捜

と

り

良

ろ

幼

を

ひ

採

た

こ

だ

点

か

を

つ

と

ま

い

れ

人

な

な

が

良

だ

一

行

き

娘

の

週

人

に

好

の

人

毎

一

人

で

。

り

　

ヲ

番

も

点

自

分

で

す

り

を

し

順

上

い

に

自

の

で

た

点

ま

に

以

良

中

ら

る

と

し

い

び

人

年

，

の

か

え

こ

判

良

学

う

１０

は

ち

弟

ら

う

批

，
は

違

で

と

た

兄

も

い

に

も

ち

週

家

こ

供

週

て

と

い

り

た

毎

が

た

子

毎

つ

た

互

よ

供

，
我

つ

て

も

言

つ

，
る

子

。

か

し

か

を

減

て

す

を

紹

愛

。

で

い

た

べ

深

し

夕

は

ま

の

に

き

庭

家

て

家

が

れ

て

我

ま

し

，

生

ン

ン

捜

に

が

ソ

ウ

を

ち

気

一

ラ

い

う

囲

ツ

ブ

な

る

雰

州

・

行

い

の

ナ

ナ

い

て

致

ゾ

ア

良

し

一

リ

イ

介

と

ア

ダ

　

な

を

り

い

す

シ

き

情

作

は

ま

ク

起

愛

を

親

り

一

が

に

間

，
あ

レ

か

ち

時

に

が

ト

ク

ん

た

る

き

要

ル

ツ

さ

げ

供

い

と

必

ソ

リ

平

弟

子

に

る

る

州

ド

公

兄

，
緒

え

け

タ

一

■

は

］

与

掛

ユ

ロ

に

り

を

心

る

配

の

を

す

を

も

さ

に

心

な

平

う

，
切

公

よ

ぎ

大

も

い

注

，

つ

こ・〃
防

　

、
ま

比

る

合

間

も

を

け

け

弟

に

士

向

助

兄

供

同

を

に

，

子

能才の自独魂

め

せ

と

較

ほ

向

，

。
を

し

る

・じ

ま

て

関

励

育

と

に

を

愛

う

情

な

よ

愛

平

う

の

公

む

供

心

い

て

の

る

供

子

に

互

め

ど

け

子

て

１

２

３

４ て育遊、七尊

。

自

ぐ

に

防

心

を

の

生

人

発

一

の

人

題

一

問

か

り

た

を

主

何

だ

供

案

の

，

ん

子

る

週

は

選

，
れ

今

ど

を

で

ら

「

ん

の

こ

け

て

と

も

そ

受

け

ほ

い

。
が

付

の

い

す

遇

名

」

か

に

ま

待

。

役

ん

初

き

別

た

主

け

最

起

特

し

の

の

り

に

に

ま

週

家

た

き

番

し

今

が

け

と

順

出

「

我

分

る

が

え

■

　

主

次

す

遇

車

る

，

い

」

２

合

の

の

ま

待

ば

べ

た

買

役

，
旦
ハ

週

そ

し

で

え

選

ま

と

主

は

う

今

は

に

ま

と

を

。
親

の

供

い

「

娘

う

供

た

席

す

両

週

子

と

が

の

よ

子

，
な

ま

，
今

の

る

女

目

る

の

は

き

し

り

「

目

き

長

番

れ

目

週

好

と

だ

も

番

で

ず

２

ら

番

の

の

」

ん

の

２

使

ま

Ｑ

け

５

そ

分

役

選

る

て

行

，
す

受

の

，
自

主

を

す

し

が

は

ま

を

後

け

に

の

つ

り

そ

権

週

り

遇

最

つ

初

週

や

た

。
択

の

な

待

て

を

最

今

お

つ

す

選

初

に

別

し

位

で

「

に

行

ま

に

並

最

」

を

す

ち

考

役

」
り

主

か

３

。
際

役

繰

の

前

が

す

実

主

っ

週

年

供

ま

，

勘

け

仏．
朋

仔

御

鋸

今

と

が

で

て

せ

は

「

ひ

員

雪

日

勘
似
全
伽
薪

鮒
憶

ズ

こ

濃

囎
輪

識

瓢

作

は

順

・

り

法

と

実

上

ル

マ

週

の

て

な

方

る

て

も

オ

・

の

後

っ

に

の

な

く

果

フ

フ

§

」

こ

に

白

効

リ

エ

ズ

が

上

役

ら

歳

面

に

カ

ジ

一

ヤイマ

ド

●

イ

ス

。

サ

ラ

・
家

い

さ

で

す

一

ダ

ズ

，

む

特

う

順

中

は

初

に

し

目

す

次

最

力

役

に

こ

に

の

の

最

物

と

番

で

取

た

関

み

し

い

摘

生

良

る

を

誕

に

取

芽

が

間

み

の

ん

弟

摘

そ

や

兄

に

に

ち

て

期

前

赤

早

る

。

つ

暢

子

る

絶

砺

言

い

は

や

と

従

さ

の

は

す

さ

は

や

ん

子

母

縫
慧
鮭
誰
欝
瓢
潔
罫
鷲
讃

　

　

も

を

の

せ

ん

，
す

け

機

し

て

方

り

ま

せ

ら

ま

向

の

楽

つ

の

か

い

ま

た

げ

を

触

を

構

子

ば

て

り

め

あ

意

接

客

に

の

た

え

あ

始

て

注

な

来

時

上

れ

覚

は

め

せ

に

切

て

同

ず

ま

も

で

ほ

か

ち

大

つ

が

ま

生

て

う

を

抱

た

と

え

，

。

れ

そ

ん

を

供

親

か

み

り

，

や

頼

な

ら

ち

の

は

か

赤

た

て

る

「

驚
驚

か

か

肝

の

つ

や

が

う

ん

大

客

に

に

上

て

ま

ち

な

。
だ

ん

ん

が

次

作

ち

た

よ

や

，
問

人

間

。
持

し

赤

け

ん

は

「

聞

せ

歩

，
．
を

赤

い

る

ち

が

訪

の

の

す

が

に

け

け

の

■

る

ら

係

●

ら

み

赤

ん

●

そ

そ

ま

会

み

●

は

ま

散

ルカ

７

［口

採

同

を

弟

法

兄

方

で

な

中

切

の

。

適

い

す

。

合

で

す

け

ず

舷
鋤

琳
酬

デの

与

し

育

二

Ｌ

を

う

が

ル

・

会

こ

情

オ

一

機

，

愛

ブ

リ

う

ば

の

リ

一

合

れ

士

力

口 グンニ

　

ぐ

子

ち

ん

を

ち

無

な

と

中

の

，

す

を

防

の

も

遊

限

赤

。

の

こ

ん

ち

ば

ま

ん

を

上

。

に

制

に

す

も

う

ま

う

れ

い

や

ｄ

か

年

た

緒

は

ち

で

の

い

の

が

け

言

ち

ね

ん

を

し

一

て

た

の

分

と

家

人

な

で

赤

た

，

い

供

う

自

る

が

た

わ

ま

の

っ

げ

ん

で

」

弟

や

と

り

つ

子

ま

が

じ

我

つ

言

と

ち

か

ン

。
会

も

こ

う

な

ボ

る

兄

ち

こ

た

に

も

し

手

感

え

た

赤

」

い

法

で

て

相

を

ん

出

何

な

わ

一

卜

与

け

，

る

抱

方

れ

け

る

と

せ

，

て

ん

よ

言

力

一

ゼ
賄
灘
恢
随
購
浸
噸
姻
ｂ
踊

裟

㎝
気

ゾ

穀

筋
ピ
纂

揮
鉾
魏

賄
驚

蹴
あ
叱
㌻

聯

麗

霧

難

鍵

灘

麓

孫

碧

し

ば
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日本伝道史
日本の地奉献90周 年記念

1901年9月1日 ，日本に上陸した最初の宣教師4人 は，横浜の丘で日本の地を奉献 しました。

そこで今月は日本伝道史をいくつかこ紹介 します。

最初 の宣教 師 の リー ダー を務 め た

ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト長 老 の メ ッセ ー ジ

1901年(明 治34年)8月

偉大にして

かつ進歩国家である

日本へのこあいさつ

私
は い と高 き神 の使 徒 すな わち神

に仕 える者 として， ユ タ州 ソル

トレー クシテ ィー を本拠 とす る末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 よ り派遣 され

た者 であ り，同 道 の者 と共 に 日本 の皆

様 にごあ い さつ 申 しあげ，私 ど もが携

えて きた重 要 なメ ッセ ー ジを ご検 討 い

ただ け るよ う望 む次 第 で あ ります。 私

どもは皆様 方が 信 じて お られ る真 理 や
けいもう

これ まで受 けて こ られ た啓 蒙 の光 を奪

お う として参 った ので は な く， よ り偉

大 な る光， よ り豊 か な真 理 ， そ して よ

り進 んだ知 識 を携 え て参 りま した。 そ

して これ を無条 件 で差 し上 げたい と望

んで お ります。 皆様 方 は， 宇宙 の創 造

主で あ り共 通 の御 父で あ られ る方 の子

で あ ります。 また英知 と して存 在 す る

人 の霊 は神 が もう け られ た もので あ り，

そ の結 果 この地 上 の あ らゆ る男 女 は そ

の人種 ，血 族 ，種族 ， 国語 にかか わ ら

ず， すべ てが兄 弟 姉妹 な ので あ ります 。

よって私 ど もは皆様 方 の この世 で の，

また次 の世 での福利 を願 い，兄 弟 愛 の

精神 で お近づ きにな りたい と望 んで お

ります。 私 どもに与 え られて い る使 命
の

は， 神 のみ言 葉 とみ ここ ろを世 に宣べ

伝 え るよ うに とい う， 神 の戒 め に よる

義務 に基 づ くもので あ ります 。私 ど も

が行 な うこ とのすべ て は， 自 らの名 前

や個 人 的 な 目的 の ため に行 な うので は

な く，神 の神 聖 な権能 に よっ て行 な う

の であ ります。皆 様 方が 私 ど もの言 葉

に耳 を傾 けて くだ さ る よう切 に願 って

や み ませ ん。

どの 時代 におい て も， 自 らの民族 お

よび国家 のた め に神 か ら霊感 を受 けた

人 が何人 か お りま した。 その よ うな人

人 が もた らした知識 の光 は夜 空 に輝 く

星 に た とえ る こ とがで きま し ょう。 そ

の光 は， それが 天 に現 われ た その時 代

と状 況 に順 応 して参 りま した。 しか し

す べ ての星 は よ り偉 大 な る光， よ り高

い真 理 が現 わ れ る 日を待 ち望 んで い た

のです 。 この よ り偉 大 な る啓示 はすで

に与 え られ ま した。私 ど もは これ を皆

様 方 に ご説 明 申 しあ げ る ように とい う

天 か らの命 を受 けて参 ったの で あ り ま

す 。 キ リス ト教 国 家 と呼 ばれ る国 々が

権 力 や勢力 を持 ち，進 歩発 展 を遂 げて

い る ことは， キ リス ト教 に は何 か偉 大

な ものが あ り， また善 を もた らす力が

あ る とい う事 実 を物語 ってお ります。

しか し， 数々 の教 派 に分 かれ て互 い に

争 って い る事 実 を見 る と，何 か過 ちが

存 在 して お り， それ が統一 の代 わ りに

争 い ，平和 の代 わ りに戦争 を もた ら し

て し まう こ とを示 して お り ます。 ナ ザ

レのイエ ス が全人 類 を ひ とつの家 族 と
あがな

して統 一 し， 悪 か ら蹟 うた め に神 か ら

与 え られ た宗 教 を教 え られ た こ とは事

実で あ ります。 しか し弟 子 と称 す る者

た ち の中 に も過 ちが入 り込 ん で きて，

地上 は暗黒 に包 まれ， 天 か らの光 は隠

され て しま った ので あ ります 。

大 いな る永遠 の神 は その無 限 な る慈

悲 に よ って，御 子 イ エ ス ・キ リス トが

教 え られ た教義 を地上 に回復 され ま し

た。す な わ ち， イエ ス ・キ リス トが再

びみ姿 を現 わ され て 主 の教 会 を もう一

度 地上 に組 織 され ，初 期 の簡 潔 さ をそ

の まま持 ち， 当時 と同 じ権 能 と力 を備
しもべ

えた教 え を宣 べ伝 える ため に僕 た ち を

選 び， 権能 を授 け られ たの で あ ります。

これ は時 の初 めか ら幾世代 に もわ た っ

て多 くの聖見 者 や賢人 ， 詩人 や 予言者

が 述 べ て きた事柄 が すべ て成 就 す る前

触 れ と言 える出来 事 で あ ります。 大 い

な る永遠 の神 は天 か らみ言葉 をお授 け

に なっ て，民 と交 わ る道 を開か れ ま し

た。 そ して， あ らゆ る国々 のす べ ての

神 の子 らに， その階 級， 信条 ， 地位 ，

人 種 に かか わ らず， 悪 の道 を捨 て て罪

を悔 い改 め， 心 か ら神 に近 づ くよ う，

また神 か ら与 え られ た権 能 を持 つ者 に
ゆる

よって罪 の赦 しの ため に水 に沈 め られ

る浸 礼 を受 け る よ う命 じてお られ ます。

さ らに， この よ うに神 の み言葉 に従 う

すべ て の者 に は，神 か ら権能 を受 け た
あんしゆ

者 の按手 に よって聖 霊 が授 け られ る と

い う約束 が与 え られて お ります。 こう

す る こ とに よって新 し く生 まれ変 わ り，

すべ て の従順 な人 々 に天 の王 国 の扉 が

開 かれ る ので あ ります 。

私 ど もは神 の権能 に よって 日本 国民
かぎ

の皆 様 の ため に聖 な る鍵 に よっ て天 の

王 国の扉 を開 き，義 な る太 陽 が放 っ た
きた

光 の もとに来 れ と申 しあ げ ます。 そ し

て さ らに， 人 の もの で はな く， 人 の力

に よる もので もな く， 真 実 に して生 け

る神 が威 厳 と栄光 を もって統 治 され る
ささ

天からの貴重なる祝福を捧げるもので

聖徒 の道/1991年9月 号
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あ ります。皆 様 方 の先祖 が 受 けた善 き

もの，人 を善 へ と導 く教 え は， この光

に比 べ れ ばほ んの かす か な光 にす ぎな

い ので あ ります。私 どもは真昼 の光 の

源 か ら まっす ぐに放 つ真 理 を携 えてお

ります。 皆様 方 が光 と真 理 を求 め， 神

「二 六新 報 」

1'901年8月19日 付

聖 に して永 遠 で あ

られ る神 のみ も と

へ と至 る唯 一 の道

を歩 まれ るよ う願

って やみ ませ ん。

そ うす る こ とに よ

り，皆 様 方 は平安

と愛 と喜 び に満 た

され， 義人 に よる

大 帝 国 を地 上 に設

立 す る ため に， あ

らゆ る国 々 お よび

種 族 の偉 大 で心 の

清 い人 々 と一 体 に

な る方法 を知 る よ

うにな る こ とで し

よう。 また来 世 にお いて は， 永遠 の御

父 の み前 におい て正 し く罪 の蹟 い を受

けた人 々 と共 に住 み， 日の光 栄 の栄光

を受 け て永遠 に統 治 す るの で あ ります。

キ リス トのた め に働 く僕

ヒーバ ー ・」・グラ ン ト

奉献の模様を述べた最初の宣教師の

ひ と りア ル マ ・0・ テ イ ラー長 老 の記録

き
ょ うは断食 日で あ った ので朝 食

き とうかい

を とらず に，11時 ご ろ祈 薦会 を

開 くため に森 の 中へ行 った。宿 を出 て

20分 ほ ど歩 い た所 に人 里離 れ た小 さな

森 が あ った。 そ こ は横 浜 の南 にあ るゆ

るや かな丘 陵 の ひ とつで南 に面 して お

り， 山の手 の外 人 居住 地 と海岸 との 中

間 にあ った。

私 た ち4人 は地 面 に輪 に な って座 り，
ささ

『感 謝 を神 に捧 げ ん』 を歌 っ て 開会 し

た。 グ ラ ン ト兄弟 が 開会 の祈 りを捧 げ，

続 いて ケ ル チ兄 弟 が祈 っ た。 『い ざ救

いの 日を楽 しまん』 を歌 っ た後 エ ンサ

イ ン兄 弟 が祈 り， ひ ざ まず いた ままの

姿 勢 で今度 は私 が祈 って神 へ の嘆 願 を

続 けた。 私 たち の祈 りのお もな内容 は，

神 へ の感 謝 と賛美 ， この地 にお いて 私

た ちの肩 にかか っ てい る宣教 師 として

の責任 を果 たす力 を求 め る こ と， そ し

て また グ ラ ン ト使 徒 の上 に神 のみ た ま

が十 分 に宿 り， み ここ ろにか な った奉

献 の祈 りを捧 げ る ことが で きる よ うに

とい う もので あっ た。 この森 に行 った
の

お もな 目的 は福 音 を宣 べ るた め に この

地 を主 に献納 す る ことで あっ たか らで

ある。4人 が祈 り終 わ る と，私 た ち は

『恐 れ ず 来 た れ
，聖 徒 』 を歌 っ た。 そ

れ か ら再 び輪 にな って ひ ざ まず き， グ

ラ ン ト兄 弟 が献 堂 の祈 りを捧 げた。

彼 の舌 は緩 め られ， み た まが 豊 か に

宿 っ た。 みた まの力 が あ ま りに も強 か

った ため に，彼 の 口か ら言 葉 が出 るた

びに私 た ちの心 は内 に燃 え，神 のみ使

いた ちが近 くにい るの を感 じた ほ どだ

った。 私 は今 まで に この よ うな平安 な

気持 ち を経 験 した り， この よ うな力強

い祈 りを聞 い た ことはな か った。 そ の

言葉 の一 つ一 つが 私 の骨 に まで しみ と

お り， 喜 び の涙 にむせ るほ どだ った。

次 に記 す の は私 が 覚 えて い る祈 りの概

ロー カル

9

要 で あ る。

(1)こ れ か ら表 明 す る言葉 を聞 い て

くだ さる よ うに との主へ の嘆願 。

(2)生 命 を守 っ て くだ さった こと，

私 たちが 心 に抱 い てい る福 音 に対 す る

証 ， 主 の予言 者 の 目 にふ さわ しい とさ

れ， これ まで福音 を聞 いた ことの ない

民 に生命 と救 い の教 えを伝 え る使 者 と

して遣 わ され た とい う祝 福 へ の感 謝。
ゆる

(3)罪 の赦 しの懇願 。

(4)真 理 を宣 べ伝 え， イ ス ラエル の

集 合 と地 上 に義 を確 立 させ る とい う主

の 目的 を成就 させ る ため に この地 を献

納す る こ と。

(5)神 権 の力 とイエ ス のみ名 によっ

て サ タ ンは この民 の心 を縛 っ てい る力

を解 くよう命 じられ， この地 にお け る

主 のみ業 を打 ち負 か そ う としてい る こ
しつせき

とに対 して叱責 を受 けた。

(6)か の大 い な る憎 むべ き教 会 か ら

日本 の民 を守 り， また この民 に十分 な

知識 を与 えて， この地 に先 に広 め られ

よ う とした 「人 に よるキ リス ト教」 の

浅薄 さが わか るよ うに され た神 へ の賛

美 の言 葉。

(7)私 た ちは徳 と誉 れ を持 ち，献 身

的 な者 で あ って， 日本 の民 の た めに な

る こ とをす る 目的 で来 た ので あ る こ と

を人 々 が知 る よ うに， また人 々 の心 が

宗教 的 な 思 い を抱 くよ うに向 け られ，

羊飼 いの声 をす ぐに聞 き分 け る羊 の よ

う にな って真理 を聞 い た らそれ を知 る

ことが で きる よ う， そ の心 に触 れ て く

だ さい と主 に嘆願 した。

(8)恵 まれ て与 え られ て い る才 能 と

主 の み業 の ため に それ を捧 げ る ことが

で き る ことに対 す る感 謝 。

(9)こ の伝 道部 を開 くに当た って必
ち か ら

要 な能 力 が与 え られ るよ うに とい う願

いo

(10)教 会 お よび神権 のた めの祈 り。

(11)数 年前 突然 病 に冒 されて ほ とん

どの友人 か ら見放 され た とき，生 命 を

救 って くだ さ った主 の慈 悲 へ のグ ラ ン

ト兄 弟 の個人 的 な感 謝。 この伝道 に出

るた めに主 が 自分 の健康 を回復 して く

だ さ った こ とへ の感 謝。

(12)同 僚 へ の感 謝 。過 去10年 間伝道

を続 けて きた に もかか わ らず， この地

へ来 て人 々 の霊 を救 うた め に喜 ん で奉

仕 して い るケ ルチ兄 弟 の誠意 に対 して。



コロ ラ ドの伝道 か ら帰 還 した ばか りで

あ った に もか かわ らず，福 音 を宣 べ伝

えるた めに 出掛 け る とい う召 しに何 の

た め らい もな く喜 ん で こた えた エ ンサ

イ ン兄 弟 の心 に対 して。 そ して その若
ちようあい

さ に もか かわ らず 主 の寵 愛 を受 け て

英知 と知 識， そ して真 理 へ の愛 を得 る

ため に この地 へ来 て， 真理 を広 め る と

い う召 しを喜 ん で受 け入 れ， そ れ に身

を投 じてい る若 い同僚 で あ る私 に対 し

て。彼 は天 父が続 けて私 を祝 福 され て

さ らに深 い知 識 と力 を与 え られ， これ

を正 し く使 うよ う， また古代 の アル マ

の ように みた まに満 ち，神 のみ 言葉 を

力 強 く守 る よう神 に求 めた。

(13)私 たちが互 い に抱 い てい る愛 と

4人 の中 に存 在 す る和 に対 す る感 謝 の

言 葉。

(14)3人 の 二一 フ ァイ人 が訪 れ て，

私 た ちの仕 事 を助 けて くれ るよ うに と

い う願 い。

(!5)リ ーハ イが正 しい人 で あっ た こ

と， また主 が命 じ られ た ことはそ れが

何 で あ って も行 なっ た二 一 フ ァイ の大

きな信 仰 につ い て述 べ た。 さら に また，

罪悪 を行 な った ため に二 一 フ ァイ人 か

ら離 れ， の ろい を受 けて兄 弟 で ある レ

ー マ ン人 と同 じよ うな黒 い皮膚 にな っ

た人 々 につ いて述 べ， 主 に背 いて レー

マ ン人 に加 わ っ た これ ら二一 ファイ人

の血 統 を通 して リーハ イ と二 一 フ ァイ

の血 が この国 の人 々 に も伝 わ った た め
ようぽう

に， その容 貌 と作法 はア メ リカイ ン デ

ィア ンの それ とよ く似 て い る と感 じた

こ とを述べ た。 も し これが 事実 で あ る

な らば， リーハ イお よび 二一 フ ァイが
しもべ

高 潔 な僕 で あっ た こ とを忘 れ るこ とな

く，彼 らの末 日にお け る子 孫 で あ る こ

の民 に関 して与 え られ た約 束 を実証 し

て くだ さる よ う主 に求 め た。 日本 は こ

れ を受 け るにふ さわ しい 国 だ と感 じた

か らで あ る。

この奉献 の祈 りが捧 げ られ た後 ，私

たち は 『時過 ぎて』 を歌 っ た。 これ に

続 い て グ ラン ト兄 弟 が， オ リブ 山上 に

おい て ユダ ヤ人 の集合 と将 来 の故 国 と

左=亘 教師のリーダーを務めた十二使

徒のヒーバー ・J・グラント長老。

下 日本の地を奉献した宣教師たち。

左からエンサイン長老，テイラー長

老，グラント長老，ケルチ長老。

して パ レス チナ の地 を献 納 した使 徒 オ

ル ソ ン ・ハ イ ドの捧 げ た祈 りを読 んだ。

それ か らグ ラ ン ト兄弟 ， ケル チ兄 弟 ，

エ ンサ イ ン兄 弟， 私 の順 序 で心 に感 じ

て い る ことを表 明 し，互 い に対 す る愛

とこの地 にお いて主 の み業 が成 功す る

よう に持 て る熱 意 のす べて を出 し きっ

て努 力 す る決 意 を述 べ合 った。 それか

ら 『高 きに栄 えて』 を歌 った。 散会 す

る前 にふ た りず つ に分 かれ て 国の 内陸

部 に行 っ てみ る こ とが適 当で あ るか ど

うか を考 えた。 全員 が この案 に は賛 成

の 様 子 で あ っ た。 閉 会 の 賛 美 歌 は

『GodMovesinaMysteriousWay』

(邦訳 な し)。 エ ンサ イ ン兄 弟 が閉会 の

祈 りを捧 げた。

以 下 の ふ た つ の 記 事 は マ レ ー ・L・ ニ コ ル ズ 兄 弟 著"HISTORYOFTHEJAPANMISSIONOF

THELD.S.CHURCHl90H924"「 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 伝 道 史1901-1924」 よ り

著 者 の 許 可 を 得 て 要 約 した も の で す 。

初 めて 日本語 の 「モルモン経」 を出版

ユ909年(明 治42年)

そ の い き さつ につ い て

ア ル マ ・0・ テ イ ラ ー

19
04年1月11日 月曜 日の午後 ， 東

京 四谷 の霞丘 町16番 地 にあ る伝

道 本部 で，2回 目の神権 会 が開 かれ ま

した。 ホ ラス ・S・ エ ンサ イ ン伝 道 部

長 が管 理 し，伝 道部 の宣 教 師全 員が 出

席 し ました。 この集 会 で は， もう1種

類 のち ら しを準 備 す る必 要 が あ る とい

う こ とが話 し合 わ れ ま した。 その後 で

エ ンサ イ ン伝 道 部長 が モル モ ン経 の翻

訳 を始 め る時 が来 た と述 べ ま した。 そ

して宣 教師 全員 に まず余 暇 を使 ってモ

ル モ ン経 の好 きな部 分 を選 ん で翻 訳 し，

それ を大事 に保 存 してお くよ うに と言

い ました。 そ して後 日宣教 師 た ちが そ

れ ぞれ 翻訳 した部 分 を持 ち寄 り， 比較

を し， 改訳 して全体 の翻 訳 を完成 す る

と話 しま した。

私 は この数 カ月 間， たび たび 断食 を

して， 主 がモ ル モ ン経 を翻 訳 す る道 を

備 えて， そ の時期 を早 めて くだ さ る よ

うに とお祈 りを して きま した。 です か

らエ ンサ イ ン伝 道 部長 の言葉 を聞 いた

ときに は，涙 が こぼれ る ほ どうれ し く

思 い ました。 そ こで 私 はす ぐに決 心 を

して， で きる だ け余 暇 を見付 けて翻訳

の仕事 をす る こ とに しま した。

1月13日 水 曜 日， 私 は千葉 市 の伝 道

地 に戻 りま したが， い つ も 日曜 日に は

東 京 に い る こ とにな って い ました ので，

土 曜 日の夜 に は伝 道 本部 に帰 りま した。

聖徒の道/1991年9月 号
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そ して次 の月 曜 日 には また伝道 地 へ戻

りま した。 そ してそ の夜 ホ テル の奥 の

6畳 間で ， ひ と り畳 の上 の座布 団 にあ

ぐら をか い て座 り，座 卓 を前 に して モ

ルモ ン経 を初 め て翻訳 して み る こ とに

しま した。最初 のぺ 一 ジか ら始 め るの

が正 しいや り方 で あ る と思 い ま したの

で， まず タイ トルペ ー ジの最 初 の とこ

ろか ら始 め ました。

1904年7月16日 土 曜 日， 午前 中東 京

の伝 道本 部 でエ ンサ イ ン伝道 部長 管 理

の下 に評 議員 会 が開 か れ ま した。伝 道

部 の宣教 師全 員 が 出席 しま した。 そ こ

で1月 以 来 宣教 師 たち が行 な って きた

モ ルモ ン経 の翻訳 に関 す る報告 が行 な

わ れ ま した。 それ に よる と， モル モ ン

経翻 訳 の最初 の計画 は1頃調 にい ってい

ない こ とが わ か りました。 そ こで エ ン

サ イ ン伝 道 部長 は， 翻訳 のす べて の責

任 を私 に与 え， 翻訳 が 完了 す る まで，

あ るい は この仕 事 か ら解任 され る まで

は，翻 訳 を私 の第一 の義務 とす る よ う

に指示 し ました。

そ して翌 日，私 が床 に就 く直 前 に，

エ ンサ イ ン伝道 部 長 は私 の頭 に手 を置

き，私 を翻 訳 の仕 事 に任命 し ま した。

その こ ろ私 の伝 道地 はすで に千 葉市

か ら東 京 に移 っ てい ましたが ，今 度 は

伝 道本 部 で働 くことに な りま した。私

は翻訳 の仕事 を精 力 的 に始 め ま した。

日本 語 に は弱 い点 もあ りま した が，仕

事 は順 調 に進 み ました。1月18日 以来

わず か数 ぺ 一 ジを翻訳 した に過 ぎませ

ん で したが， これが 実質 的 な翻訳 開始

とな りました。 す で に翻 訳 を終 えてい

た数 ぺ 一 ジ も， も う一度 や り直 し まし

た。 や が てエ ンサ イ ン伝 道部 長 が解 任

され ま した。 そ して その後 を私 が 引 き

継 ぐ ことにな りま したので ，伝 道部 長

としての責任 を果 た さな けれ ば な らな

くな りま した。 その ため翻 訳 の仕事 が

たび たび 中断 され る ことにな りま した。

あ る ときは15日 ，20日 ，30日 ， あ るい

は もっ と長 い間， 私 は翻 訳 か ら遠 ざか

る こ と もあ りま した。 私 が伝道 部 を引

き継 い だの は1905年7月4日 で した。

私 は漢 字 を使 うこ とに はあ ま り精通

してい ませ んで した ので ，最 初 の原稿

をロー マ字 で書 く方 が時 問 の節約 にな

る と思 い ま した。 その後 これ を漢 字 に

直 す と きには，慎 重 に よ く読 み返 し を

して，訂 正 が必 要 と思 われ る箇所 を直

しま した。 この書 き替 え には大変 な時

間が か か りました。伝 道 部長 にな って

か らは， 私 の使 える時 間の すべ て を，

翻 訳 に費 や す ことが 必要 とな って きま

した。 そ こで1905年7月30日 ， フレ ッ

ド ・A・ ケ イ ン長 老 を翻 訳 の手 伝 い を

す る仕事 に召 しま した 。 そ して彼 に私

の翻 訳 した もの をロー マ字 か ら漢字 に

直 して も らう こ とに し ま した。 私 た ち

は彼 が 書 き直 した もの をまた注 意深 く

読 み返 して原文 と照 らし合 わ せ ま した。

ケイ ン長老 が漢 字 で書 か れた 原稿 を読

み上 げ，私 が それ をロー マ字 の原稿 と

照 ら し合 わせ ました。

1906年3月21日 午前9時30分 ，翻 訳

の仕事 を本 格 的 に始 めて か らち ょう ど

1年 と9カ 月 目に，私 は翻 訳 を終 え ま

した 。一 方 ケイ ン長老 は5月12日 に原

稿 の書 き替 え を終 え ました。5月30日

に はそ の校 正 が終 わ りま した。

1906年3月21日 か ら5月14日 まで私

は北海 道 に行 って札 幌 の伝道 地 を訪 問

し， 仙台 の伝 道地 へ も赴 き ました。 し

か しそ の間 も絶 えず翻 訳 の進 行状 況 を

思 い出 し， また将 来 の こ とを も計 画 し

て い ま した。 翻訳 の仕事 が私 に任 され

た の は， 私 が 日本へ 来 てか らまだ3年

足 らず の ときで した。 です か ら最初 の

翻 訳 が 欠点 の多 い もので あっ た こ とは

確 か な こ とです 。 それ か らの1年 と9

カ月 の間， 私 は翻訳 のた め に必 要 な研

究 をす る ことに よっ て，私 の 日本語 も

大 きな進歩 を遂 げ ました。 で すか ら翻

訳 の最 初 の部分 は後 半 に比 べ る と質が

劣 る もの で した。 私 はす ぐさ ま改訳 に

取 り掛 か る決意 を して，1906年5月14

日の夜 か ら開始 しま した。

改 訳 の 仕 事 は1907年12月6日 ま で

ほ とん ど休 みな く続 きま した。 これ に

要 した時 間 と労力 を考 えて み ます と，

改 訳 と言 うよ りはむ しろ まった く新 し

い翻訳 と言 っ た方が適 切 で した。 原稿

に ざ っ と目を通 して み て も， 最初 の翻

訳 は ほ とん ど残 っ てい ない こ とがわ か

ります。 改訳 は次 の要領 で行 ない ま し

た。

まず私 が翻 訳 された文 章 を読 み， 日

本語 の見 地 か らこれ を研 究 しま した。

そ して必 要 と思 わ れ る点 を全 部 変更 し

た後 で ，英 語 の原文 と比 較 してみ まし
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た。 そ して 変更 したた め に元 の意 味 か

ら外 れ て しまわな か ったか どうか を調

べ ました。 この よ うに比 較 す る こ とに

よっ て， さ らに変更 しな けれ ばな らな

い こ とも しば しばあ りました。

そ の後 で再 び文章 を読 んで， それが

滑 らか な 日本語 で あ るか どうか を調 べ

ま した。 こう して私 の仕事 は終 わ り，

次 の人 に回 して， 訂正 され た とお りに

書 き写 されて い き ま した。 この写 し書

きをす るた めに書 記 として手伝 って く

れ た の はC兄 弟 とM氏(彼 は この 仕

事 を手 伝 ってい る間 にバ プ テス マ を受

けま した)， そ してS氏 で した。

す べ て の書 き写 しが 終 わ っ た の は

1908年1月27日 で した。 そ して全体 を

ケ イ ン長 老 と私 が入念 に読 み直 しま し

た。

この よ うに清書 を行 な った理 由 は，

最初 の翻 訳 を何 度 も訂正 し変 更 したた

め に，原 稿 が ほ とん ど読 めな い状 態 に

な って しまっ たか らで す。 これ を日本

人 の学者 に読 んで批 評 して もら うっ も

りで した。

この改訳 をす るに 当た って もうひ と

つ の非 常 に重要 な こ とが あ りま した。

それ はケ イ ン長 老 の行 な った ことで し

た。1906年6月6日 水 曜 日，彼 は私 の

翻訳 した もの を入 念 に読 み直 して ， こ

れ を英 語 の原文 と比 較 す る仕事 に従 事

しま した。 この よ うに読 み直 し比較 す

る こ とに よって， 多 くの貴 重 な提 案が

出 され ま した。私 が無 意識 の うちに省

略 して し まった部 分 を発見 す る ことが

で き ました。 この よ うに良 い結果 を得

られ た ことで， この過 程 が必 要 であ っ

た こ とが 実証 され ま した。 ケイ ン長老

は1908年1月31日 に この仕事 を終 え ま

した。

そ して1908年3月5日 ， 甲府 の長 老

た ち を訪 問 してい る間 に，私 は彼 の提

案 した こ とについ て よ く考 えてみ ま し

た。

翻 訳 は今 や 日本 の学者 に よる最後 の

批評 を受 け る準 備 が整 い ま した。人 々

か ら受 け入 れ られ ，敬 意 を もって真 剣

に読 んで もらえ る よ うな翻 訳文 を書 く

ため に は， 私 の 日本 語 はあ ま りに も不

完 全 で したか ら， この よ うな批 評 を受

け る こ とは絶対 に必要 で した。

1906年11月 ，私 は この 仕 事 をH氏



に依頼 し ました。 これ までの経 験 か ら

言 っ て，H氏 が 誠 意 と才 能 を持 っ た

人 物 で あ る とわか っ てい たか らで す。

しか しそ れ か ら約1カ 月 後 ，H氏 か

らこれ を辞 退 す る 旨の郵便 が送 られ て

きま した。 そ こで この件 は6カ 月 の問

保 留 に なっ て しまい ました。 しか し私

は絶 えず この件 で頭 を悩 ませ て い ま し

た。 私が知 って い る学 識 が あっ て信頼

で き る知人 の数 は限 られ て い ま した の

で， 非 常 に残 念 に思 っ て い ま した。

1907年6月5日 ，私 は再 びH氏 に依

頼 しま した。 彼 か らは この仕事 はで き

な い 旨の はっ き り とした断 わ りが き ま

し た。 そ の後 ，H氏 を 通 し て神 戸 市

のN氏 を紹 介 され ま し た。私 は神 戸

へ行 き ました。 そ の途 中線路 が崩 壊 し

て いて大 変 な 目に遭 い ま した。神 戸 で

N氏 に会 い ま した が ，彼 の 放 と うな

顔 つ き と態度 を見 て仕事 の契 約 は しま

せ んで した。 そ して東京 に帰 り， 今 度

は仙 台 へ行 きま した。 そ こで新 聞社 の

編 集 者S氏 に 会 い ま した。 彼 は仙 台

で働 く長老 た ち に好 意 的 な人 で した。

S氏 か らは良 い人 だ とい う印 象 を受 け

ましたが， 新聞 とい う仕 事 の性 質上 ，

彼 が モル モ ン経 の批 評 に どれ だ けの時

間 と思 考 を費 やす こ とがで きるか は疑

問で した。 そ こで は っ き りと した契 約

を しない ままで東 京 へ戻 りま した。N

氏 やS氏 は 私 の要 望 に こた え， 彼 ら

の仕事 の見 本 として 二一 フ ァイ第一 書

第1章 の翻 訳 の批評 を提 出 して くれ ま

した。 それ ら を見 る と，驚 い た こ とに

ふ た り とも文体 を変 えて あ りました。

彼 らは変更 した理 由 として，私 の翻 訳

文 に何 とか力 と威 厳 を もたせ よう と努

力 して みたが うま くいか なか っ たので ，

文体 を変 えた との こ とで した。 この変

更 は文体 を最初 か ら終 わ りまで全部 変

えな けれ ば な らない とい う深刻 な問題

を投 げ掛 けて き ました。 この件 に関 し

て また多 くの協議 ，祈 り，調 査， 思考

が な され ま したが，最 終 的 に は文 体 を

変更 す る こ とにな りました。

この決 定 に よって過 去3年 問 の私 の
ほ ご

仕事 は反 故 とな り，新 た に翻 訳 をや り

直 さなけれ ば な らない よ うに思 え ま し

たが，幸 いな こ とにそ うで もあ りませ

んで した。

私 は今度 の文体 に関 して は特別 な勉

強 を したわ けで は あ りませ んで した の

で，文 体 を直 す た めに は，私 の能 力 で

は不十 分 で あ る と感 じてい ま した。 そ

こで 有能 な 日本人 に この仕事 を託 す こ

とに しま した。

この仕 事 をで きる人 を東京 で探 し ま

した。 私 は大 学 の 教 授H氏 の兄 弟 で

あ るH氏 を選 び ま した。 そ して1907

年9月2日 に伝 道 本 部 で，H氏 と こ

の仕 事 の契約 を しま した。

そ れ か ら半 年 後 ，H氏 に誠 実 な 行

動 が認 め られ なか った た めに，彼 との

契約 を解 消 し ました。私 は彼 が所 有 し

て い た翻 訳 に関 す るす べて の書籍 や書

類 を受 け取 りました。契 約 を解 消 す る

際 の証人 として ケイ ン長 老 が 同行 しま

した。 私 は この出来 事 で この よ うに感

じ ました。 この出来 事 で翻 訳が 多少 な

りと も遅 れて しまっ た こ とは， 大変 悲

しい こ とで した。 しか し幸 い だ った の

は， 人 間 の不正 な行 為 の ため に尊 い翻

訳 が破壊 され なか っ た とい う こ とです 。

人 が過 失 を犯 して も， 主 は その み業 を

成 し遂 げる こ とが お で きにな ります。

この聖 な る書物 の翻 訳 は神 の み業 な の

で すか ら， 神 の祝福 を受 けて成 功 し，

迅速 に達成 され る こ とで し ょう。

H氏 は免 職 さ れ る と き まで に， 二

一 フ ァイ第 三書 第3章 の終 わ りまで の

批評 と書 き替 えを終 えて い ま した。 ま

た一度 注意 深 く読 み直 し もして い ま し

た。H氏 につ い て ひ とつ だ け 言 っ て

おか な けれ ばな らな い こ とが あ ります。

それ は私 が知 ってい る 日本 人 の 中で，

H氏 ほ ど一 度 に長 い 時 間 机 に 向 か っ

てい る人 を見 た こ とが ない とい うこ と

で した。 だ か ら こそH氏 は この よ う

な短期 間 に， 大量 の仕 事 をす る ことが

で きたの です。

H氏 が 最 後 まで 完 成 す る こ とが で

きな くな って しまっ たの で， 私 は代 わ

りの人 を探 す必 要 が 出て きま した。 で

きれ ば 日本 で最 高 と言 わ れ る人々 の 中

か ら選 び た い と思 い ました。

数年 前賛 美歌 を準備 す る とき助 けて

いた だい た1氏 を通 して，大 学 の文学

部 長 で 有 名 な 作 家 で もあ る 丁 氏 へ の

紹 介状 をい ただ きま した。 しか し彼 に

は私 の 申 し出 を受 けて は も らえ ませ ん

で した。 次 に これ も著名 な作 家 で あ る

N氏 に会 い ま した が， 「こ の仕 事 をす

る時 問 はな い」 との こ とで した。次 に

N氏 か ら，丁 大 学 を卒 業 して ま だ 間

もな いが ， すで に数冊 の著書 も出 して

お られ， 文学 界 で はな か なか の評 判 だ

とい う1氏 を紹介 され ま した。 さ っ そ

く彼 を訪 ね ま した ら， 「自分 が 適 任 者

で あ る と思 われ るな らば，仕 事 を引 き

受 け ます」 とい う こ とで した。 彼 の才

能 につ いて は私 は まった く無 知 で した。

そ こで私 はH氏 が書 き替 えた 原稿 を

2冊 渡 して ，読 ん で必 要 と思 う箇所 を

訂 正 して ほ しい と依 頼 しま した。私 は

1氏 につ い て調査 と検 討 を重 ね た結 果，

彼 に仕事 をお願 い す る こ とに しま した。

そ して1908年7月19日 に彼 と契 約 を し

ま した。

日本語 は文体 に よって大 き く異 な っ

て きます。 だ れ に も自分 の個 性 や好 き

嫌 い が あ り ます。 この度H氏 の 代 わ

りに また別 の文体 を持 った1氏 が この

仕事 を行 な う ことに な りま したの で，

また最初 か らや り直 す 必要性 が出 て き

ま した。 この よ うに しな けれ ば， 最初

の部 分 と後 の部 分 が違 う文体 に な る危

険性 が あ った か らです 。

最初の
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1氏 は1908年8月1日 に仕 事 に取 り

掛 か りました。 二 一 フ ァイ第二 書第3

章 の終 わ りまでの書 き替 えや訂 正 はす

べ て鉛 筆 で行 なわ れ ま した。 これ を ま

た私が 読 み返 さな けれ ばな りませ ん で

した。 そ してそ の過程 で数 多 くの疑 問

が生 じて きま した。 そ の全部 を1氏 と

話 し合 い，彼 の答 えに満足 で きなか っ

た場合 に は， す べて の疑 問点 が解 消 す

るまで ほか の人 々 とも話 し合 い ました。

そ して私 が納 得 で きな い変更 や提 案 を

消 し ゴムで消 して， 私が承 認 した変 更

を イ ン ク で書 き込 み， それ をH氏 の

使 った原 稿 に書 き写 しま した。幸 いな

こ とに，1氏 は原稿 に あ ま り数 多 くの

変更 を書 き入 れ ませ ん で したの で， 再

び清 書 す る必 要 はあ りませ んで した。

1909年1月13日 ，1氏 はH氏 が終 え

た所 まで の仕 事 を完 成 し，残 りの部 分

を変 え る仕事 を始 め ま した。

6月10日12時30分 ， ち ょ うど昼 食 の

知 らせが あ っ た とき，私 は最 後 の参 照

聖句 の翻 訳 を書 き終 えま した。私 はホ

ッ として深 くため息 をっ き ました。 そ

れ は大 きな仕 事 を完 成 した ときに 自然

に 出て くるた め息で した。 そ して私 の

胸 は言葉 には言 い表 わせ ない感 謝 と喜

び に満 ち ま した。 しか し原稿 を閉 じて

み る とまだあ ち ら こち らに，小 さな紙

片 が突 き出 て い ま した。 それ は問題 が

まだ解決 され てい ない箇 所 や， 提案 が

まだ承認 され てい ない箇 所 ，鉛 筆 の書

き込 みが まだ消 えて いな い箇 所 な どに

印 を入 れ てお い た紙 切 れ で した。 そ し

て7月24日 ，最 後 の紙切 れが くず入 れ

に投 げ込 まれ， 原稿 は完成 し ました。

(それ は くし くも私 が 家 を 出発 して か

ら， ち ょ う ど8年 目の 日に当 た って い

ました)

戦後 ， 日本伝道本部の土地

(現在の東京神殿がある場所)

を取得 したい きさつ につ いて

エ ドワ ー ド ・L・ ク リ ソ ル ド

エ ドワー ド ・L・ ク リソル ド兄 弟 は 終

戦 後 米 国軍人 と して来 目 し， 戦争 で 消

息 が 不明 に な った教会 員 た ち に新 聞広

告 を出 して参 集 を呼 び掛 け， また伝 道

部長 も務 め た。

数
日間貸 家 また は売 家 を求 め て東

京 中 を果 て しな く車 で走 り回 っ

た結 果， 何 も見 付 け る こ とがで きなか

った私 は，休 息 と休 養 を求 め て以前 か

らの知人 で あ る 目黒 のH家 を訪 ね た。

彼 とは戦 争終 結 後， 私 が東 京 にい た と

き偶 然 町 で会 い，親 しい知 り合 いに な

った。彼 の家族 は私 を温 か く迎 え入 れ

て くれ1時 問 ほ ど滞 在 した。私 は話 の

中で， 住 まい を求 め て東京 中 を探 し回

ったが 無駄 で あ った こ とを告 げ た。H

氏 は 「家 を見付 け るの はむず か しい が

手 伝 い ま し ょう」 と言 って くれ た。彼

の娘婿 のA氏 も同様 だっ た。

数 日後 ，H氏 が ホ テ ル ヘ や っ て来

て，A氏 が 友 人 で 皇 族 の ビ ジ ネ ス ア

ドバ イ ザ ー を して い るK氏 と話 をつ

け，1948年3月20日 土 曜 日に私 と会 う

約束 が とれた と言 っ て きた。 そ こで土

曜 日 の午 後，H氏 とA氏 と私 の3人

は車 で皇族 の公 邸 へ行 き， 優雅 な大 邸

宅 でK氏 と会 っ た。彼 は住 宅 が 必 要

であ る とい う私 の話 を聞 き，助 けて く

れ る こ とを約 束 した。 彼 はまず手 始 め

に売 りに出 てい る とい うふ たつ の焼 け

た建物 の住 所 を くれ た。私 たち は邸宅

を辞 してか ら，早 速近 い方 の麻布 の住

所 へ行 って み た。 そ こは公 園の 向か い

側 のす ば ら しい環 境 の 中 にあ った。 か

つ ての壮 大 な屋敷 を しの ばせ る建 物 の

焼 け残 った骨 格 が見 えた。私 はた ち ま

ち この建 物 に強 い興 味 を持 ち， 購入 の

可能 性 を感 じたが， 皆 に は何 も言 わ な

か っ た。 それ か ら私 たち は市街 に近 い

も うひ とつ の場 所 へ行 っ てみ た。 しか

しそ こ は一 面 の焼 け野 原 で，建 物 も大
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きす ぎた。 私 たち は 目黒 へ帰 る途 中 も

う一 度最 初 の家 の前 を通 ってみ た。 そ

こで私 は 「この建 物 につ いて もう少 し

詳 し く知 りた い」 と述 べ た。A氏 は

K氏 か ら情 報 を得 て，私 に知 らせ て

くれ る と言 った。

次 の 月 曜 日，A氏 は この 物 件 がK

とい う不動 産業 者 に よっ て売 りに出 さ

れ て い るの で，K氏 が 業 者 と会 って

くれ る と報 告 して きた。私 は時 間 を節

約 す る た め にA氏 自身 が 業 者 に会 え

な い もの か と尋 ね た。 そ こでA氏 は

業 者 に会 い， この物件 の 売 り値 を聞 い

て きた。`

それ は手 ごろな値段 と思わ れ た。私

は以 前 銀 行 家 で あ ったN氏 と知 り合

っ た。 また私 は，建物 の現状 と修 復 に

かか る費 用 の概 算 につ いて も専 門家 の

意 見 を求 め よう と考 えた。一 方 その 間

で も，家 が売 りに出て い る とい ううわ

さや手 がか りが あ れ ば， その全部 を調

査 し た。 あ る売 り主 を通 し てSと い

う人 と接 触 を し た。 私 はS氏 に好 意

を感 じ，助 けて くれ る とい う彼 の親切

な 申 し出 を受 け入 れ た。翌 日N氏 の

友 達 で，K氏 が 紹 介 して くれ た建 築

会 社 の 役 員 とい う人 が ， この 同 じS

氏 で あ る こ とを知 って私 は驚 き喜 ん だ。

そ の午 後 ，元 銀 行 家 のN氏 ， 建 築

会 社 役 員 のS氏 ，会 社 の建 築 家 や 技

師 たち， また陸軍 技 師 として 日本 に来

て い た教 会 員H兄 弟 な どが 建 物 の徹

底 的 な調 査 を行 な った。 そ の結果 は，

3つ の爆 弾 を受 けた に もか かわ らず そ

れ ほ ど大 きな被害 を受 けて いな い こ と

か らもわか る よ うに，建 物 の骨格 は非

常 に良 い状 態 で， しっか りと建 て られ

た家 で あ る とい う一 致 した意 見 だ った。

次 の月曜 日， 私 は次 の3つ の質問 の

答 え を得 よ う として出掛 けて行 っ た。

SCAP(連 合 国最 高指 令 官)の 規 則 上，

私 た ちが この物 件 を購 入 す る こ とが許

可 され るだ ろ うか 。

貿易 庁 を通 して もっ と有 利 な為替 レ・

一 トで購入 す る ことが で きない だ ろう

か 。

修理 の費 用 も貿 易庁 か ら融 資 して も

らえな いだ ろうか。

GHQ(連 合 国最 高 司令 官 総司 令 部)，

G-!のC大 尉 は 「購 入 は可 能 で あ る

と思 う」 と言 い，，彼 の オ フ ィスを通 し



てSCAPへ 手 紙 を 書 くよ う に提 案 し

て くれ た。 貿 易 庁 の 役 人K氏 は，貿

易庁 を通 して購入 す る こ とはで きな い

が， 修 理 の 方 は1ド ル につ き約200円

で行 な うこ とが で きる と説 明 して くれ

た。

東 京 にあ る アメ リカ の銀 行 に預 金 を

して，銀 行 か ら伝 道部 へ資 金 を貸 して

も らえない もの か と考 え， 期待 して マ

ネー ジャー に会 い に行 った。 彼 は同情

的 だ ったが， 円 を貸 す こ とはで きな い

し，公定 レー ト以外 で行 なわれ る取 り引

きを認 め る こと もで きない ので遺憾 だ

と述 べ た。 また外 国人 が土 地 家屋 を買

う ことはで きな いだ ろ うと述 べ，GHQ

に もう一 度相 談 す る よう に と言 った。

銀 行 を出 た ところで伝道 活 動 で知 ら

れ て い るM博 士 に会 っ た。彼 は宣 教

師 が土地 家屋 を買 う こ とを許 可 す る と

い う指令 書 を見 た こ とが あ る と言 い，

ESS課 の人 に話 す よ う に と教 え て く

れ た。 そ こで 私 は代 理 課 長 のR大 佐

に直接会 い に行 っ た。彼 は しば ら く頭

をか いてい たが， 答 え は翌 日まで待 っ

て くれ るよ うに と言 っ た。

翌 日，R大 佐 を待 っ てい る間， 私 が

訪 問 した理 由 を管 理 役 人 のH氏 に説

明 した。 彼 は ほか の宣教 師 たち の ため

に同 じ問題 を扱 っ た こ とが あ り， この

件 に関 しては精通 して いた。 宣教 師 が

土 地家屋 を購 入 す る こ とを特 に許 可 す

る とい う指令 はな いが， 土地 家屋 の購

入 を規制 す る指令 に は宣 教師 が意 図 的

に言及 され て いな いか ら，規 制 の対 象

に はな らない とい うこ とで あ った。

事態 はソル トレー クか ら何 らか の許

可 を得 な けれ ばな らな い状 況 に達 して

いた。私 は幹 部 に送 る電 報 の内容 を頭

の 中 で練 っ て い た。 そ の と き通 訳 の

K氏 を伴 っ てA氏 が や っ て来 た。 あ

の家 を買 いた い とい う人 が ほか に もい

るの で，持 ち主 の代 理人 で あ る業 者 が

こち らの進行 状 況 を知 りたい とい うの

であ った。 この と きまで は元 銀行 家 の

N氏 は土 地 の 所 有 者 の名 前 を 明 か そ

うとは しなか った。 私 は業者 と持 ち主

が少 な くとも30日 間 はあの土 地 を ほか

の人 に は売 らない とい う約束 状 に署名

しな い限 り，話 を これ以 上進 めた くな

い と説 明 した。A氏 とK氏 は業 者 に

会 い に帰 り， 私 は ソル トレー クヘ128

語 の電 報 を打 った。

ソル トレー クの幹部 か らは 「土 地家

屋 の購 入 また は賃 貸 を許 可 す る。 資金

を電 報 で 送 っ た」 とい う返 事 が 届 い

た。 しか し今 度 はA氏 とK氏 が や っ

て 来 て，土 地 の持 ち主 は， 「自分 の会

社 の従業 員 の ため の レク リエー シ ョン

用 ク ラブハ ウ ス として あの物 件 を会社

に引 き渡 す こ とを考 えてい る」 と言 っ

た。 そ して翌 週 の月 曜 日 に これ を決定

す るた めの会 議 が開 か れ る予 定 に なっ

て い るか ら， 火 曜 日 にな った らそ の答

えが わ か る と述 べ た。

持 ち主 が 売 るか どうか を決 める会議

が 計 画 され て い た2日 後 ， 私 はA氏

に電 話 で ソル トレー クか ら購 入 の許 可

が下 りた こ と， そ して 問 もな く資金 が

届 くこ とを伝 えた。 彼 は まだ会議 の結

果 を知 らされ てい なか っ た。 私 は もう

そ ろ そ ろ持 ち主 の名 前 を知 らされ て も

い い こ ろで は ないか と思 った。 そ こで

土地 の住 所 を手 に， 心 もとな い 日本 語

で 出掛 けて行 った。2時 間 ほ ど国会 議

事堂 と港 区 の建物 の辺 りを巡 り歩 いた

『末
，麻 布 区役 所 に到 着 した。 そ こで持

ち主 はS氏 で あ る ことを知 っ た。

私 はA氏 とK氏 を呼 び， まだ会 っ

た こ と もな い業 者 のK氏 に ぜ ひ と も

会 いた い と言 った。 彼 はオ フィス にい

た。 会話 の 中 で私が 持 ち主 の名 前 を述

べ る とK氏 は驚 い て い た。 そ こで 持

ち 主 のS氏 に 電 話 を した。 彼 は翌 朝

会 って くれ る と約束 を した。 私 はす ぐ

にS氏 に好 意 を抱 き， この 人 とな ら

取 り引 きが で き る と思 っ た。 実 際， こ

の件 に関 して私 は熱 心 に祈 っ た末， ど

の よ うな障 害が あ った に して もい つか

は必 ず この土地 家屋 を手 に入 れ る こと

が で き る と感 じて いた。 私 は値段 が上

が っ たので は ない か と心 配 を した が，

S氏 は今 まで どお りの価 格 で 良 い と言

った。 た だ彼 は税 金 の こ とで困 ってい

た ので， もし私 が税 務署 に実際 よ り安

い価 格 で買 っ た と報 告 す る こ とに同意

して くれれ ば， 取 り引 きはす ぐにで も

成立 す る と言 った。 しか し これ は論 外

な話 だっ たの で断 わ り， ほか の解決 策

を探 した。

2日 後 ， 通訳 のK氏 ， 業 者 のS氏 ，

持 ち主 のS氏 と そ の書 記， 元 銀 行 家

のN氏 ， そ して私 で 長 い 間話 し合 い
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を し た結 果， つ い に 持 ち主 のS氏 は

土 地家 屋 を無条 件 で教 会 へ譲渡 し，教

会 は法律 上 許可 が 下 りた ときに その と

きの相 当額 を円で 支払 う とい う同 意書

を渡 す こ とに同意 した。最 後 に私 た ち

は権 利 書 や譲渡 の手 続 きな どにつ い て

話 し合 い， 業者 に教 会 の正 式 な法 人名

を渡 した。

私 は 日本 で教 会 を法 人 として登 録 す

る こ とについ て調 べ るた め に出掛 けた。

文部 省 で どん な ことが 必 要か を聞 い た。

そ して東京 地 方裁判 所 の 日本橋 支 所 へ

行 っ た。 申請書 に 目を通 してみ る と，

弁護 士 が必 要 で あ る こ とがわ か った。

翌 日私 はほか の土 地 の こ とで会 った こ

との あ るYと い う弁 護 士 を探 し 出 し

た。彼 は 「事 は比較 的簡単 だ」 と言 っ

た。 そ の とき思 いつ い たの は，教 会 が

戦 前 日本 で伝 道 して い た と きに， も う

す で に登録 して あ ったか も しれ ない と

い う こ とだ っ た。Y氏 は そ の 日 の う

ち に これ を調 べ てみ たが ，何 の記 録 も

見 付 か らなか っ た。

オ フ ィス に戻 る と彼 は 「TheCor-

porationofthePresidentofthe

Church」 の規 約 を作 成 して い た。 そ

して， 土地 家 屋 を所有 す るた めに は，

教 会 の何 らか の組 織 が 日本 です で にそ

の 目的 を果 た して いな けれ ばな らない

と説 明 した。 ユ タ州 に存 在 す る 「Cor-

porationofthePresident」 を登 録 す

るな ど とい うこ とはあ り得 ない とい う

ので あ った。 そ こで私 は 日本 伝道 部 を

法 人組 織 にす る こ とに して， そ の よ う

に規約 を変 更 した。

4月19日 ，弁 護 士 のY氏 と共 に 私

は伝道 部 を法 人 として登 録 す る こ とに

関 して 日本 政 府 の各役 所 を回 った。 こ

の手続 き には10日 か か るの が通例 で あ

った が， 私 たち の 申請 に はす ぐに取 り

かか っ て くれ て， 翌 日まで に は登 録証

書 が で き上 が る との こ と だ っ た。Y

氏 は大 変驚 いて い た。次 の 日に は土 地

家 屋 の名 義変 更 の書類 に署名 しな けれ

ば な らなか った ので ， それ まで に は ど

うして も法人 登録 を済 ませ てお か な け

れ ばな らなか った。

4月20日 ， 法人 登録 証 書 が発行 され

た。Y氏 と私 は す ぐ に土 地 の 持 ち 主

で あ るS氏 の オ フ ィ ス ヘ 行 き，土 地

家 屋 を教会 へ 譲渡 す る書 類 に署名 した。



そ してS氏 に代 金 の 一 部 を 渡 し，残

りの代 金 を アメ リカ の銀行 の教 会 名義

の 口座 へ 入金 した とい う書類 を渡 した。

そ して彼 の指 示が あ るまで教 会 は この

資金 を動 か さな い とい う約束 を した。

私 は署 名 された書 類 を全 部抱 えて彼 の

オ フ ィス を辞 したが ，'S氏 の私 たち に

対 す る信 頼 の強 さ とそ の親切 さ には驚

か され た。弁 護 士 のY氏 も今 まで こ

ん な商取 り引 き を した こ とが ない と言

ってい た。 間 もな く権利 書 が登録 され

た。 そ して建 築会 社 の入 札 を受 けて修

復工 事 を開 始す る準 備 が整 っ た。入 札

の結 果K社 に工 事 を発 注 す る こ とに

なっ た。

4月24日 ，K社 の 見 積 り書 に 私 が

署名 し，工 事 を始 め る よ うに指 示 を し

た。彼 らは 占領 軍 か ら，受 けて い る私 の

特 典 が切 れた ときの私 の住 居 として，

ガ レー ジの2階 に部 屋 を3週 問以 内 で

完 成 させ る ことに同意 して くれ た。

工事 を進 め るた めに は建 設 会社 が貿

易 庁 の許 可 を得 る こ とが 必要 だ っ たの

で， 貿易 庁 は伝道 部 が建 築資 材譲 渡 の

許 可 を占領 軍 当局 か ら もらって くる よ

うに と要請 した 。 そ こでい つ もの よ う

にSCAPの 役 人 との会 合 を何 度 も繰

り返 して認可 を受 け，計 画 は進 ん でい

った。

最 初 の建築 資 材 は5月1日 に引 き渡

され， 同時 に職 人 た ちが仕事 を開始 し

た。私 が 住 む た め の小 さ な家 を， 「3

週 間で 完成 させ るな どとい う建 築業 者

の約束 を うのみ に して はい けな い」 と

数 人 の友 人 が忠 告 して くれ た。 「私 の

住 居 がで きなか った ら，私 は公 園 で野

宿 を しな けれ ばな らない。 もしそれ で

病 気 にで もな った ら， それ は彼 らの責

任 であ る」 と何度 も強調 し， 督促 に督

戦後港区南麻布にあっ

た伝道本部。現在はこ

こに東京神殿がある。

促 を重 ね た ので工事 は

急 ピ ッチ で進 ん だ。

この間 ，母 屋 の木材

が 組 み立 て られ， 現場

監 督 と技 師が 選 ばれ た。

あ る 日彼 らは一緒 にや

って来 て，工 事 の開始

をす るため に行 な う 日

本 の儀 式 につ いて話 して くれ た。 これ

は 「お払 い」 と呼 ばれ る もので ，神 道

の神 主 に よっ て執 り行 なわ れ る もので

あ った。

この ような儀 式 の 目的 と内容 が よ く

わ か ってか ら， 神主 の 「お払 い」 の代

わ りに，私 が工 事 の上 に神 の祝 福 が あ
ささ

る よう に祈 りを捧 げて もよい の な ら儀

式 をや って も差 し支 えな い と答 えた。

彼 らは よ く考 えて み る と言 った。

翌 日，彼 らが キ リス ト教 の祈 りで も

よい と同意 した ので， この儀 式 の名 称
くわ

を 「鍬 入 れ式 」 と変更 した。

「鍬 入 れ式 」 は5月19日
， 午 後3時

に建物 の南 側 で行 な われ た。 この土地

家 屋 の持 ち 主 で あ っ たS氏 は私 が ス

ピー チ と祈 りを 日本語 で 準備 す る の を

手 伝 っ て くれ た。 当 日 はS氏 の司 会

で私 が まず 日本語 で話 し，次 に英 語 で

短 い ス ピー チ を した。教 会 員 のK兄

弟 が 教会 を代 表 してあ い さつ し を した。

次 にS氏 ， それ か ら建 築 会 社 のK氏

が あい さつ を した。 そ して 私が 次 の よ

うな祈 りを捧 げて 「鍬入 れ 式」 は終 わ

った。

「天 に ま し ます我 らの父 よ。本 日，

日本 にで きます あな たの教 会 の伝道 本

部 の鍬 入 れ式 に当 た り，私 ど も少 数 の

者 が ここに集 ま りました。 あ な たの導

き によ りここに選 ば れた土 地 が与 え ら

れ， これ を買 う ことが許 され ました こ

とを感 謝 い た します。 た くさん の親切

な友人 が与 え られ ，彼 らが私 た ちの仕

事 を助 けて くだ さ った こ とを感謝 い た

します。 また親切 で協 力 的 な この土地

の持 ち主 に感 謝 い た します。 父 よ， 本

日 ここに集 まった人 々 の協 力 の精 神 に

感 謝 い た し ます 。父 よ， あな たの祝福

が この仕 事 の進 む問 ，共 にあ ります よ
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うにお祈 りし ます 。働 く人 々 と監督 す

る人 にお 恵 み を くだ さい。 また この工

事 に関係 す る人 々 が心 をひ とつ に して

仕 事 を確 実 に， また上 手 に行 な づこ と

がで きます よ うにお祈 りい た します。

ここに働 く人 々 が， けが と災 いか ら守

られ ます よ うにお祈 りいた します。 ど

うか各 々 が神 のみ守 りを感 じる こ とが

で きます よ うに， また働 く者 に喜 び が

あ り， これ に よっ て生 まれ た友情 が い

つ まで も続 きます よ うにお祈 りい た し

ます。 また私 どもは時 間 と力 を この仕

事 の完成 に捧 げ， あ なた の業が この地

に確 立 され ん ことをお祈 りい た し ます。

あな たの特 別 の恵 みが 私 ども と共 にあ

ります よ うに， イエ ス ・キ リス トのみ

名 に よ ってお祈 りい た し ます。 アー メ

ン。」

「鍬 入れ 式」 には約60人 が 出席 した。

出席 した会 員 は奈 良富 士哉 兄 弟姉妹 ，

栗 山兄 弟 ，佐 藤 ミヨシ姉妹 な どであ っ

た。参 列者 の中 に は この土地建 物 を入

手 す るため に大 きな貢 献 をして くれ た

N氏 やA氏 も入 って い た。 そ の ほか

出席 したの は建築 会社 の役員 や職 人 た

ち だ った。式 の後 で全 員 にアイ ス ク リ

ー ムが 出 され たが
， 当時 の 日本人 に と

って これ は大 変 な ごち そ うで あっ た。

「鍬 入 れ式 」 は全 員 が上 機 嫌 の うち に

終 わ った。 これ によ って建物 の修復 が

始 ま り， 日本伝 道本 部 の建築 につ い に

着手 した ので あ った。

そ の後暑 い夏 の間建築 現 場 で起 こっ

た出来 事 を詳細 に書 く忍耐 力 を私 は持

ち合 わ せ て いな い し， また興味 を持 っ

てそれ を読 む読 者 もい ない と思 うが，

私 は現 場 に寝起 きして いた ので， 工事

の進行 状 況 を絶 えず把 握 して い た。 ホ

ノル ルか らの床材 や鉛 管工 事 用 の材料

な どの よ うに，建 築材 料 の入 手が 遅 れ

た こ と もあ っ た。 床 下材 の敷 き方 で，

建 築 方法 の違 いが現 われ る こと もあっ

た。工 事 が進 む につれ て，設 計上 の小

さい変更 が 数多 くな された。 しか し，

い ろい ろあっ た に もか かわ らず ， みん

な気 持 ち よ く協 力 して働 いた。 主任設

計 士 のW氏 ，現 場 監督 のK氏 ， 助 手

のS氏 の よ う な す ば ら し い人 々 と共

に働 くこ とが で きた の は，願 って もな

か なか か な え られ る もの で はない。

完成 した建物 は， アメ リカの建築 の
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